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一　

は
じ
め
に

本
稿
は
、旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
の
文
書
に
関
す
る
法
律
（
以
下
に
お
い
て
、「
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
」
と
い
う
。）

の
、
公
文
書
管
理
法
制
に
お
け
る
位
置
付
け
と
、
そ
の
対
象
と
な
る
文
書
の
性
質
ゆ
え
に
備
わ
る
特
殊
な
性
質
に
つ
い
て
の
若
干

の
考
察
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二　

公
文
書
管
理
法
制
の
特
別
法
と
し
て
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法

（
一
）
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
成
立
の
経
緯

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
の
対
象
と
な
る
国
家
保
安
機
関
文
書
（
以
下
に
お
い
て
「
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
」
と
い
う
。）
の
作
成
主
体

で
あ
る
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
と
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
領
域
の
東
側
に
存
在
し
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
旧

ソ
連
占
領
区
域
及
び
そ
の
領
域
に
お
い
て
建
国
さ
れ
た
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国（
以
下
に
お
い
て
、こ
れ
ら
を
総
称
し
て「
東
ド
イ
ツ
」

と
い
う
。）
に
お
い
て
、
秘
密
警
察
及
び
国
内
外
の
情
報
収
集
、
偵
察
活
動
、
諜
報
工
作
活
動
を
担
当
し
た
機
関
又
は
組
織
   1
の
総

称
で
あ
る
   2

。
と
り
わ
け
一
九
五
五
年
に
設
置
さ
れ
た
国
家
保
安
省
（
以
下
に
お
い
て
、
一
九
五
五
年
以
前
及
び
一
九
八
九
年
以

後
の
国
家
保
安
機
関
と
区
別
し
て
特
に
こ
の
国
家
保
安
省
を
指
す
と
き
は
、「
シ
ュ
タ
ー
ジ
」
と
い
う
。）
は
、
そ
の
最
末
期
で
あ

る
一
九
八
九
年
に
は
九
一
〇
〇
〇
人
の
正
規
職
員
と
十
八
万
九
〇
〇
〇
人
以
上
の
非
公
式
協
力
者
   3
を
抱
え
、
当
時
の
東
ド
イ
ツ

の
人
口
比
で
八
十
九
人
に
一
人
の
割
合
で
存
在
す
る
ス
パ
イ
を
用
い
て
国
民
生
活
の
隅
々
ま
で
監
視
・
偵
察
を
行
う
と
と
も
に
、

東
ド
イ
ツ
国
家
や
そ
の
支
配
政
党
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
に
反
対
す
る
意
見
を
も
つ
者
の
摘
発
・
検
挙
を
行
っ
て
い

た
   4
。シ

ュ
タ
ー
ジ
文
書
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
保
安
機
関
の
活
動
の
結
果
と
し
て
作
成
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
た
文
書
で
あ
り
、
そ
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の
総
量
は
書
架
総
延
長
で
百
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
と
い
う
極
め
て
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
は
、

国
家
保
安
機
関
の
活
動
の
性
質
か
ら
、
国
民
に
対
す
る
秘
密
裏
で
の
監
視
又
は
偵
察
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
含
む
も
の

が
多
く
、
ま
た
、
東
西
ド
イ
ツ
を
問
わ
ず
多
数
の
非
公
式
協
力
者
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統

一
後
に
お
い
て
は
誰
が
そ
の
情
報
の
提
供
者
で
あ
る
か
も
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
は
、
そ
の
成
立
の

過
程
自
体
が
人
権
侵
害
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
個
人
の
尊
厳
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
更
に
、
そ
の

使
用
が
人
権
や
個
人
の
尊
厳
の
侵
害
を
目
的
と
し
、
又
は
そ
れ
を
も
た
ら
す
態
様
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
、
極
め
て
特

殊
な
性
質
を
も
つ
文
書
群
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
そ
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
性
質
を
反
映
し
て
、
そ
れ
を
保
存
し
公
開
に
供

す
る
任
務
を
担
う
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
ア
ー
カ
イ
ブ
（
二
〇
二
一
年
ま
で
は
国
家
保
安
機
関
の
文
書
に
関
す
る
連
邦
全
権
受
任
庁
、

二
〇
二
一
年
以
降
は
連
邦
公
文
書
館
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
館
）
に
お
い
て
は
、
通
常
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
異
な
る
取
扱
と
運
用
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
、
そ
の
た
め
の
公
文
書
管
理
法
制
の
特
別
法
と
な
る
法
律
が
必
要
と
さ
れ
た
。

（
二
）
旧
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
法
的
取
扱
い

一
九
九
〇
年
当
時
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
本
部
及
び
そ
の
他
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
支
署
に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
い
た
シ
ュ

タ
ー
ジ
文
書
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
の
改
組
に
よ
る
弱
体
化
と
そ
の
後
の
解
体
や
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
自
体
に
よ
る
証
拠
隠
滅
工
作
の
た
め
、

散
逸
の
危
機
に
直
面
し
た
   5
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
慮
し
た
各
地
の
市
民
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
保
全
の
た
め
の
行
動
を
開

始
し
、
一
九
八
九
年
十
二
月
に
エ
ア
フ
ル
ト
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
支
署
が
市
民
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
や
ロ
ス
ト
ッ
ク
な
ど
の
動
き
が
そ
れ
に
続
き
、
翌
年
一
月
に
は
東
ベ
ル
リ
ン
の
市
民
団
体
が
シ
ュ
タ
ー
ジ
本
部
庁
舎
に
突
入
・

占
拠
し
て
文
書
の
自
主
管
理
を
開
始
し
た
。
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
の
独
裁
時
代
に
お
け
る
抑
圧
の
象
徴
で
あ
っ
た
シ
ュ
タ
ー

ジ
の
権
力
の
源
泉
と
も
言
う
べ
き
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
が
市
民
の
管
理
の
下
に
お
か
れ
、
散
逸
が
防
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
意
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義
は
大
き
く
、
共
産
主
義
体
制
下
に
お
け
る
人
権
抑
圧
の
記
録
と
し
て
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
が
ほ
と
ん
ど
毀
損
さ
れ
る
こ
と
な
く

残
存
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
市
民
に
よ
る
運
動
に
依
る
と
こ
ろ
が
多
で
あ
る
と
し
て
、
現
在
で
も
ド
イ
ツ
再
統
一
に
お
け
る
民
主

化
の
嚆
矢
の
一
場
面
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
   6
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
、
一
九
九
〇
年
三
月
の
自
由
選
挙
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
支
配
政
党
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
社
会
主
義

統
一
党
の
一
党
独
裁
を
脱
し
た
東
ド
イ
ツ
政
府
は
、
市
民
団
体
と
の
対
話
を
促
進
し
、
人
権
抑
圧
的
で
あ
っ
た
共
産
主
義
体
制
の

過
去
と
訣
別
す
る
べ
く
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
管
理
に
関
す
る
特
別
法
の
制
定
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
〇
年
八
月

二
十
四
日
に
東
ド
イ
ツ
の
人
民
議
会
に
お
い
て
旧
国
家
保
安
省
及
び
国
家
安
全
庁
の
個
人
情
報
の
保
護
と
使
用
に
関
す
る
法
律

（
い
わ
ゆ
る
人
民
議
会
法
）
が
成
立
し
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
永
久
的
な
保
存
が
制
度
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
使
用
の
た
め
の
手

続
や
条
件
が
整
備
さ
れ
た
   7
。
ま
た
、
東
ド
イ
ツ
政
府
は
再
統
一
に
備
え
、
西
ド
イ
ツ
と
の
統
一
条
約
に
お
い
て
シ
ュ
タ
ー
ジ
文

書
の
取
扱
い
を
規
定
し
、
統
一
後
の
ド
イ
ツ
の
共
通
の
課
題
と
し
て
扱
う
こ
と
を
目
指
し
た
。
同
年
九
月
二
十
三
日
に
は
統
一
条

約
第
一
附
属
議
定
書
並
び
に
統
一
条
約
の
実
施
及
び
解
釈
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
内
容
に
、
統
一
後
の
ド
イ
ツ

の
文
書
管
理
担
当
機
関
に
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
管
理
を
委
ね
、
そ
の
永
久
的
な
保
存
と
国
民
の
永
続
的
な
使
用
を
保
障
す
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
た
   8
。

（
三
）
統
一
ド
イ
ツ
に
お
け
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
の
制
定

一
九
九
〇
年
十
月
三
日
に
東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
を
果
た
す
と
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
は
国
家
が
管
理
す
る
個
人
情
報
と
し
て
連

邦
デ
ー
タ
保
護
法
の
適
用
対
象
と
な
っ
た
が
、
そ
の
性
質
の
特
異
性
に
鑑
み
、
当
面
の
間
は
人
民
議
会
法
の
手
続
に
則
っ
て
保

存
及
び
使
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
運
用
が
同
年
十
二
月
十
二
日
の
旧
国
家
保
安
省
及
び
国
家
安
全
庁
の
個
人
関
連

文
書
の
利
用
に
関
す
る
臨
時
規
則
に
引
き
継
が
れ
た
。
こ
の
臨
時
規
則
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
に
含
ま
れ
る
個
人
情
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報
保
護
の
必
要
性
及
び
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
作
成
過
程
に
お
け
る
人
権
侵
害
行
為
の
重
大
性
に
鑑
み
、
そ
の
管
理
に
関
し
て
の

権
限
行
使
に
つ
い
て
は
特
段
の
中
立
性
と
独
立
性
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
に
基
づ
く
通
常
の
個
人

情
報
保
護
及
び
開
示
手
続
の
運
用
並
び
に
連
邦
公
文
書
館
法
に
基
づ
く
通
常
の
文
書
使
用
手
続
の
運
用
の
対
象
か
ら
シ
ュ
タ
ー

ジ
文
書
を
除
外
し
、
こ
の
規
則
に
則
っ
て
設
置
さ
れ
る
「
旧
国
家
保
安
機
関
の
個
人
関
連
文
書
に
関
す
る
連
邦
政
府
特
別
受
任

官
（D

er Sonderbeauftragte der Bundesregierung für die personenbezogenen U
nterlagen des ehem

aligen 

Staatssicherheitsdienstes

）」
に
よ
る
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
   9
。

そ
の
後
、
連
邦
政
府
で
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
に
よ
る
監
視
及
び
偵
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
デ
ー
タ
主
体
へ
の
文
書
の
情
報
提
供

の
範
囲
や
、
非
公
式
協
力
者
を
含
む
旧
シ
ュ
タ
ー
ジ
職
員
の
法
的
地
位
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、
高
い
独
立
性
を
有
す
る

独
立
の
連
邦
機
関
を
設
置
し
て
そ
の
管
理
及
び
公
開
に
関
す
る
事
項
を
取
り
扱
わ
せ
る
方
針
が
固
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
シ
ュ

タ
ー
ジ
文
書
法
は
、
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
及
び
連
邦
公
文
書
館
法
に
対
し
て
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
に
関
す
る
特
別
法
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
独
自
の
保
存
管
理
及
び
公
開
使
用
の
手
続
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、
連
邦
公
文
書
館
法
と
の
関
係
に

お
い
て
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
は
選
別
・
収
集
を
経
ず
に
無
条
件
で
保
存
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
内
容
に
対
す
る
評

価
が
定
ま
ら
ず
、
ま
た
内
容
に
含
ま
れ
る
個
人
の
情
報
に
関
し
て
の
個
別
の
審
査
を
慎
重
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
点
に
お
い

て
、
連
邦
公
文
書
館
法
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
公
文
書
管
理
法
制
に
対
す
る
特
別
法
と
し
て
の
地
位
が
必
要
に
な
る
と
説
明
さ

れ
た
   10
。

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
は
一
九
九
一
年
十
月
十
四
日
に
連
邦
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
同
年
十
二
月
十
九
日
に
連
邦
参
議
会
の

同
意
を
得
て
成
立
し
、
翌
日
に
公
布
さ
れ
た
   11
。
以
後
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
に
基
づ
き
、
同
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
「
旧

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
の
文
書
に
関
す
る
連
邦
全
権
受
任
官
（D

er Bundesbeauftragte für die U
nterlagen 

des staatssicherheitsdienstes der ehem
aligen D

eutschen D
em

okratischen Republik

）」（
以
下
に
お
い
て
、「
連
邦
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全
権
受
任
官
」
と
い
う
。）
が
、
他
の
機
関
か
ら
独
立
し
て
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
保
存
管
理
及
び
使
用
・
公
開
に
関
す
る
事
項

を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
   12
。
ま
た
、こ
の
法
律
の
制
定
を
受
け
、旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
て
い
た
各
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
、シ
ュ
タ
ー

ジ
文
書
法
を
ラ
ン
ト
内
部
に
お
い
て
施
行
す
る
た
め
の
ラ
ン
ト
法
律
の
制
定
が
行
わ
れ
、
以
後
相
次
い
で
各
ラ
ン
ト
に
お
い
て

も
同
様
の
制
度
が
成
立
し
て
い
る
。
例
え
ば
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
に
お
い
て
は
、
一
九
九
三
年
に
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法

の
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
に
お
け
る
施
行
法
   13
が
成
立
し
、
同
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
ラ
ン
ト
全
権
受
任
官
に
よ
る
州

内
の
旧
国
家
保
安
機
関
支
署
に
存
在
し
て
い
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
保
存
管
理
と
公
開
手
続
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
は
、
幾
度
も
大
き
な
改
正
を
経
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
特
に
、
二
〇
二
一
年
に
は
、
個
人
デ
ー
タ

の
取
扱
制
度
の
整
備
の
進
捗
と
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
学
術
的
・
歴
史
的
使
用
用
途
の
拡
充
の
傾
向
と
に
鑑
み
、
連
邦
公
文
書
館

法
の
特
別
法
と
し
て
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
を
残
し
つ
つ
、
文
書
の
保
存
管
理
の
権
限
を
連
邦
公
文
書
館
に
移
管
す
る
た
め
の
全

面
改
正
が
行
わ
れ
た
   14
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
九
九
一
年
の
設
置
以
来
、
三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
保
存
管
理

を
担
っ
て
き
た
連
邦
全
権
受
任
官
が
廃
止
さ
れ
、
連
邦
公
文
書
館
に
お
い
て
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
た
め
の
専
任
部
署
と
し
て
設
置

さ
れ
た
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
館
（Stasi-A

rchiv
）
が
こ
れ
に
代
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
各
ラ
ン
ト
に

お
い
て
も
連
邦
公
文
書
館
や
ラ
ン
ト
の
公
文
書
館
に
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
を
移
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
   15
、
そ
の
後
の
各
ラ
ン
ト

に
お
け
る
全
権
受
任
官
は
廃
止
さ
れ
ず
、
旧
東
ド
イ
ツ
時
代
の
人
権
抑
圧
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
ラ
ン
ト
に
お
け
る
政

治
教
育
に
反
映
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
機
関
で
あ
る
「
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
独
裁
の
検
証
に
関
す
る
ラ
ン
ト
全
権
受
任
官

（Landesbeauftragte zur A
ufarbeitung der SED

-D
iktatur

）」
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

三　

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
と
人
格
権
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シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
に
含
ま
れ
る
情
報
に
対
す
る
社
会
意
識
や
、
国
家
保
安
機
関
に
よ
る
非

合
法
活
動
の
被
害
者
に
対
す
る
救
済
の
必
要
性
、
そ
し
て
国
家
保
安
機
関
の
活
動
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
「
加
害
者
」
の
立
場

に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
者
の
法
的
地
位
の
取
扱
い
の
変
遷
に
対
応
し
て
、
幾
度
も
改
正
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
そ
の
制

定
及
び
改
正
の
議
論
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
の
は
、
人
格
権
（Persönlichkeitsrecht

）
の
観
念
で
あ
る
。
判
例
に

お
い
て
基
本
法
一
条
の
人
間
の
尊
厳
と
結
び
つ
い
た
同
法
二
条
一
項
の
「
人
格
の
自
由
な
発
展
」
の
権
利
の
一
内
容
と
し
て
論
じ

ら
れ
る
こ
の
人
格
権
   16
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
国
家
保
安
機
関
に
よ
る
監
視
や
偵
察
の
対
象
と
な
っ

た
被
害
者
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
一
方
、
国
家
保
安
機
関
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
統
一
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
的
地
位
を
追

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
加
害
者
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
そ
の
拡
張
的
な
主

張
を
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
か
を
め
ぐ
る
議
論
も
存
在
し
た
。

こ
こ
で
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
と
人
格
権
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
コ
ー
ル
事
件
判
決
と
、

そ
の
後
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
の
改
正
を
中
心
に
、
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
一
）
コ
ー
ル
事
件
の
事
実
の
概
要

本
件
は
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一
時
及
び
統
一
後
最
初
の
ド
イ
ツ
の
連
邦
首
相
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
も
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ

ル
ツ
州
首
相
、
連
邦
議
会
議
員
及
び
同
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
議
員
団
長
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
党
首
な
ど
の
要
職

を
歴
任
し
た
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ー
ル
が
、
自
身
に
関
す
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
に
つ
き
連
邦
全
権
受
任
官
が
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法

三
十
二
条
に
基
づ
い
て
行
っ
た
、
研
究
、
政
治
教
育
及
び
報
道
目
的
の
た
め
の
文
書
の
使
用
許
可
決
定
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立

て
、
そ
の
公
開
の
差
止
め
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
旧
西
ド
イ
ツ
の
要
人
で
あ
っ
た
コ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
に
よ
る

徹
底
し
た
偵
察
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
連
邦
全
権
受
任
官
の
回
答
に
よ
れ
ば
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
数
は
七
千
件
以
上
に
及
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ぶ
と
さ
れ
、
こ
の
う
ち
二
千
五
百
件
が
法
律
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
使
用
許
可
の
対
象
と
な
っ
た
。

原
審
の
ベ
ル
リ
ン
州
行
政
裁
判
所
は
コ
ー
ル
の
異
議
を
認
め
、
連
邦
全
権
受
任
官
に
対
し
て
、
コ
ー
ル
に
関
す
る
シ
ュ
タ
ー
ジ

文
書
に
つ
い
て
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
三
十
二
条
に
基
づ
く
使
用
許
可
の
差
止
め
を
命
じ
た
   17
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
全
権
受

任
官
が
、
ベ
ル
リ
ン
州
行
政
裁
判
所
の
判
決
は
連
邦
法
の
規
定
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
連
邦
行
政
裁
判
所
に
控
訴
を

申
し
立
て
た
。

（
二
）
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

　

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
連
邦
全
権
受
任
官
の
控
訴
を
斥
け
、
コ
ー
ル
の
個
人
情
報
を
含
む
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
を
研
究
、
政
治
教

育
及
び
報
道
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
し
た
原
審
の
決
定
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
法
百
三
十
七
条
一
項
に
定

め
る
連
邦
法
に
対
す
る
違
反
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
   18
。

１　

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
一
条
一
項
二
号
に
定
め
る
同
法
の
目
的
の
ひ
と
つ
が
「
個
人
に
関
し
て
収
集
さ
れ

た
情
報
の
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
当
該
個
人
の
人
格
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
個
人
を
保
護
す
る
」
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

重
視
し
、
同
法
四
条
及
び
五
条
に
基
づ
く
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
判
断
及
び
そ
の
判
断
基
準
の
解
釈
に

つ
い
て
も
、
こ
の
目
的
を
考
慮
し
、
か
つ
、
同
法
の
趣
旨
で
あ
る
国
家
保
安
機
関
の
活
動
の
被
害
者
救
済
に
沿
っ
た
解
釈
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
   19
。

　

そ
の
上
で
、
同
法
三
十
二
条
に
よ
る
政
治
的
・
歴
史
的
検
証
の
た
め
の
研
究
及
び
政
治
教
育
の
目
的
の
た
め
の
文
書
の
使
用
及

び
三
十
四
条
に
よ
る
報
道
目
的
の
た
め
の
使
用
に
つ
い
て
の
三
十
二
条
の
準
用
の
場
合
に
お
い
て
は
、
二
十
条
及
び
二
十
一
条
に

よ
る
使
用
の
許
可
の
場
合
と
は
異
な
り
、
三
十
二
条
又
は
三
十
四
条
所
定
の
目
的
の
た
め
の
使
用
で
あ
る
こ
と
が
、
当
該
文
書
の
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使
用
申
請
者
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
連
邦
全
権
受
任
官
は
、
コ
ー
ル
に
関
す
る
文
書
の
使
用
申

請
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
申
請
を
受
け
、
ま
た
そ
の
目
的
が
い
か
に
正
当
化
さ
れ
る
も
の
と
判
断
し
た
か
の
主
張
を
行
っ
て
い
な
い

こ
と
を
問
題
と
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
に
い
う
保
護
さ
れ
る
べ
き
個
人
情
報
と
は
、
同
法
一
条
一
項
一
号
及
び
二
号
に
定
め
ら
れ
る
「
国

家
保
安
機
関
に
よ
っ
て
個
人
に
関
し
て
収
集
さ
れ
た
情
報
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
と
し
、
本
件
に
お
い
て
は
「
コ
ー

ル
に
関
す
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
」
と
い
う
特
定
が
な
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
許
可
の
対
象
と
な
っ
た
文
書
に
は
個
人
情
報

が
含
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
れ
ら
が
同
法
に
基
づ
く
個
人
情
報
と
し
て
の
保
護
の
対
象
と
な
り
得
る
と
判

断
し
た
   20
。

２　

研
究
・
政
治
教
育
及
び
報
道
の
た
め
の
公
表
の
条
件

個
人
情
報
と
し
て
の
保
護
の
対
象
と
な
り
う
る
情
報
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
場
合
に
お
け
る
公
開
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
得
る
の
で
あ
り
、こ
の
点
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。連
邦
行
政
裁
判
所
は
、個
人
情
報
を
含
む
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
は
、シ
ュ

タ
ー
ジ
文
書
法
三
十
二
条
一
項
に
よ
り
、そ
の
使
用
を
許
可
し
う
る
範
囲
が
規
律
さ
れ
て
い
る
が
、コ
ー
ル
が
同
項
に
定
め
る
「
現

代
史
上
の
人
物
、
政
治
的
権
能
を
有
し
て
い
た
者
又
は
政
治
上
の
役
職
に
就
い
て
い
た
者
」
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

と
し
た
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
個
人
デ
ー
タ
を
含
む
文
書
は
原
則
と
し
て
使
用
を
許
可
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
許
可
の
範
囲
は
同
項
に
よ
っ
て
「
役
割
、
機
能
ま
た
は
役
職
に
関
連
す
る
情
報
に
関
連
す
る
も
の
」
に
そ
の
範
囲
が

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
同
項
末
尾
の
個
人
の
利
益
と
の
均
衡
条
項
の
要
請
を
十
分
に

顧
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
   21
。
こ
の
均
衡
条
項
と
は
、
文
書
の
使
用
に
よ
っ
て
、
当
該
文
書
に
記
載
の
あ
る
人
物
の
優
越

的
な
利
益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
に
含
ま
れ
る
情
報
が
人
権
侵
害
を
伴

う
手
段
で
収
集
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
と
き
、
そ
の
公
表
に
よ
っ
て
現
に
人
権
侵
害
を
発
生
さ
せ
る
蓋
然
性
は
強
く
な
る
と
考
え
ら
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れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
使
用
の
目
的
の
重
要
性
と
の
利
益
較
量
に
お
い
て
は
、
情
報
の
収
集
方
法
の
人
権
侵
害
的
性
格
が
強
く
な

れ
ば
強
く
な
る
ほ
ど
に
利
益
の
優
越
性
が
高
ま
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
使
用
目
的
の
重
要
性
を
加
味
し
て
判
断
を
行
う
こ
と
に
な

る
   22
。
こ
の
趣
旨
は
、
同
項
一
号
に
よ
っ
て
個
人
情
報
を
含
ま
な
い
文
書
は
一
般
に
使
用
に
供
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
、
ま
た
、

個
人
情
報
を
匿
名
化
し
た
複
製
物
も
こ
れ
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
連
邦
全
権
受
任
官
に
よ
る
本
件
使
用
許
可
決
定
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
、「
現
代
史
上
の

人
物
、
政
治
的
権
能
を
有
し
て
い
た
者
又
は
政
治
上
の
役
職
に
就
い
て
い
た
者
」
の
個
人
情
報
を
含
む
文
書
が
、
デ
ー
タ
主
体
・

第
三
者
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
原
則
と
し
て
公
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
解
釈
を
、
明
確
な
法
律
の
文
言
及
び
立

法
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
厳
し
く
批
判
し
た
   23
。

３　

個
人
情
報
の
要
保
護
性
と
職
務
情
報

連
邦
全
権
受
任
官
は
、コ
ー
ル
は
本
件
の
対
象
と
な
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
成
立
当
時
に
お
い
て
は
連
邦
首
相
の
地
位
に
あ
り
、

そ
の
職
務
上
の
情
報
は
個
人
情
報
に
含
ま
れ
る
と
解
釈
す
べ
き
で
な
い
と
の
主
張
を
行
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
連
邦
行
政
裁

判
所
は
、
職
権
を
行
使
す
る
役
職
者
で
あ
っ
て
も
、
違
法
な
ス
パ
イ
行
為
や
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
の
開
示
が
個
人
に
影

響
を
与
え
う
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
常
に
職
務
情
報
と
な
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
政
府
や
党

の
高
位
者
に
つ
い
て
は
公
務
・
政
務
の
上
で
の
行
動
と
個
人
的
な
行
動
の
い
ず
れ
の
機
能
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
を
区
別
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
う
る
こ
と
も
指
摘
し
、
こ
の
主
張
を
斥
け
た
   24
。

４　

人
格
権
と
し
て
の
情
報
自
己
決
定
権
と
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
利
用
許
可
権
限

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
一
般
的
人
格
権
は
、
情
報
自
己
決
定
権
の
現
れ

と
し
て
の
個
人
デ
ー
タ
の
開
示
の
範
囲
を
自
ら
決
定
す
る
自
由
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
報
道
や
研
究
・
教
育
の
必
要
か
ら
こ
の
自

由
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
制
限
に
つ
い
て
は
法
的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
比
例
原
則
の
要
請
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
と
こ
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ろ
、
国
家
が
法
の
支
配
に
反
し
て
取
得
し
た
情
報
を
、
関
係
者
の
同
意
な
し
に
第
三
者
に
伝
達
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
か
否
か

の
衡
量
を
行
う
上
に
お
い
て
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
に
お
い
て
は
、
国
家
保
安
機
関
の
活
動
に
対
す
る
検
証
や
報
道
を
目
的
と
し

て
公
表
さ
れ
た
個
人
情
報
が
、
厳
格
な
目
的
拘
束
と
個
人
の
保
護
に
適
し
た
方
法
で
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
手
段
が
欠
け

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
指
摘
し
た
   25
。
結
論
と
し
て
、
コ
ー
ル
に
関
す
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
開
示
に
つ
い
て
連
邦
全

権
受
任
官
が
行
っ
た
本
件
使
用
許
可
は
こ
の
要
請
を
満
た
さ
な
い
も
の
と
し
て
違
法
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
原
審
の
判

断
に
違
法
は
な
い
か
ら
、
控
訴
は
棄
却
す
べ
き
も
の
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）
コ
ー
ル
事
件
後
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法

連
邦
行
政
裁
判
所
が
、
東
西
統
一
当
時
の
ド
イ
ツ
行
政
の
最
高
責
任
者
に
関
す
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
に
つ
い
て
、
研
究
・
政
治

教
育
及
び
報
道
の
目
的
の
た
め
の
使
用
許
可
を
違
法
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
に
関
す
る
改
正
の
た
め
の
議
論

と
、
慎
重
な
運
用
の
た
め
の
検
討
の
双
方
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
   26
。

１　

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
の
改
正

当
時
の
与
党
で
あ
っ
た
社
会
民
主
党
及
び
緑
の
党
は
、こ
の
判
決
を
受
け
て
、シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
の
改
正
に
着
手
し
た
。
コ
ー

ル
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
の
大
規
模
な
改
正
と
な
っ
た
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
第
五
次
改
正
法
律
   27
の
内
容
は
、
こ
の
判
決
で

問
題
と
さ
れ
た
同
法
三
十
二
条
を
改
正
し
、
併
せ
て
公
開
が
申
請
さ
れ
た
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
物
に
対
し

て
異
議
申
立
て
権
を
行
使
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
の
通
知
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
る
三
十
二
a
条
を
挿
入
す
る
と
と
も
に
、

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
匿
名
化
に
つ
い
て
定
め
た
同
法
十
四
条
を
削
除
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三
十
二
条
に
つ
い
て
は
、従
来
は
要
保
護
性
の
低
い
個
人
情
報
の
主
体
と
し
て
一
項
三
号
に
お
い
て
「
国
家
保
安
機
関
の
職
員
」

及
び
「
国
家
保
安
機
関
の
受
益
者
」
と
併
記
さ
れ
て
い
た
「
現
代
史
上
の
人
物
、
政
治
的
権
能
を
有
し
て
い
た
者
又
は
政
治
上
の
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役
職
に
就
い
て
い
た
者
」
を
四
号
に
移
し
、
そ
の
機
能
又
は
職
務
に
関
す
る
情
報
を
除
い
て
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
個
人
情
報
が

保
護
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
均
衡
条
項
に
お
け
る
利
益
の
優
越
性
の
判
断
基
準

と
し
て
、
当
該
文
書
に
含
ま
れ
る
情
報
が
人
権
侵
害
的
な
手
段
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ど
う
か

が
特
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
文
化
し
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
公
開
に
つ
い
て
、
そ
の
文
書
に
含
ま
れ
る
情
報

の
特
殊
性
に
依
拠
し
た
利
益
衡
量
を
厳
格
に
行
う
べ
き
こ
と
と
し
た
   28
。

三
十
二
a
条
は
、
三
十
二
条
一
項
一
文
四
号
に
定
め
る
場
合
に
お
け
る
文
書
の
公
開
に
際
し
て
は
職
務
情
報
と
個
人
情
報
と
の

区
別
が
困
難
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
文
書
の
使
用
を
許
可
す
る
と
き
に
お
い
て
は
、
当
該
文
書
の
デ
ー
タ
主
体

や
第
三
者
な
ど
利
害
関
係
を
有
す
る
個
人
に
対
し
て
、
当
該
文
書
が
使
用
可
能
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
異
議
を
申
し
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
事
前
に
適
切
な
時
間
を
置
い
て
、
当
該
情
報
の
内
容
に
つ
い
て
通
知
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
異
議
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
三
十
二
条
一
項
の
均
衡
条
項
に
よ
る
利
益
較
量
の
際
に
そ
の
内
容
を
考
慮
に
入
れ

る
こ
と
も
義
務
付
け
、
文
書
の
公
開
決
定
に
関
し
て
の
連
邦
全
権
受
任
官
の
裁
量
に
つ
い
て
の
判
断
過
程
に
お
け
る
統
制
を
可
能

に
し
た
に
つ
い
て
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
の
見
地
か
ら
は
評
価
さ
れ
る
一
方
、
特
に
旧
西
ド
イ
ツ
側
の
政
治
家
の
行
動
に
関
し

て
、
統
一
期
に
お
け
る
情
報
の
公
開
を
不
当
に
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
も
な
さ
れ
た
   29
。

ま
た
、
十
四
条
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
に
含
ま
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、
国
家
保
安
機
関
の
活
動
に
よ
る
被
害
者
が
、
そ
の
匿
名

化
を
請
求
し
、
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
文
書
の
破
棄
を
も
要
求
で
き
る
権
利
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
タ
ー
ジ

文
書
の
、
個
人
の
枢
要
な
領
域
に
関
す
る
個
人
情
報
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
性
質
に
鑑
み
、
そ
れ
が
公
開
さ
れ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
個
人
の
人
格
権
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
を
招
来
し
う
る
と
の
懸
念
か
ら
、
制
定
当
初
よ
り
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
に
含
め

ら
れ
て
い
た
規
定
で
あ
り
、
時
間
の
経
過
と
共
に
そ
の
侵
害
の
重
大
性
は
希
薄
化
す
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
時
限
的
な
運

用
が
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二
回
の
延
長
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
存
続
し
て
い
た
   30
。
国
家
保
安
機
関
の
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活
動
に
対
す
る
検
証
や
現
代
政
治
史
の
研
究
に
対
し
て
の
、
主
と
し
て
政
治
的
な
目
的
に
よ
る
障
害
を
も
た
ら
し
う
る
も
の
で
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
よ
り
批
判
が
強
く
存
在
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
が
   31
、
三
十
二
条
の
改
正
及
び
三
十
二
a
条
の
挿
入
に

よ
り
、
研
究
・
政
治
教
育
及
び
報
道
の
場
合
に
お
け
る
異
議
申
立
て
権
の
保
障
の
た
め
の
通
知
が
な
さ
れ
、
か
つ
、
公
開
許
可
を

な
し
得
る
場
合
及
び
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
の
判
断
に
関
す
る
比
較
較
量
の
基
準
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書

そ
れ
自
体
の
毀
損
に
も
つ
な
が
り
う
る
十
四
条
の
規
定
は
不
要
と
な
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

２　

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
の
運
用
の
方
向
性

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
内
容
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者
の
人
格
権
と
、
そ
の
公
開
の
必
要
性
に
関
す
る
利

益
較
量
が
厳
密
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
、
報
道
に
際
し
て
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
「
悪
魔
化
」
や
「
の
ぞ
き
見
趣
味
」
の
目

的
に
よ
る
使
用
申
請
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
   32
。
確
か
に
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
に
含
ま
れ
る
情

報
が
人
権
侵
害
的
な
手
段
に
よ
っ
て
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
情
報
の
主
体
に
は
何
ら
の
落
ち
度
も
な
い
こ
と
が

通
常
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
ま
で
情
報
の
公
開
を
許
す
必
要
は
な
い
と
い
う
判
断
は
適
切
で
あ
る
。

一
方
で
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
三
十
二
条
一
項
三
号
に
規
定
す
る
国
家
保
安
機
関
の
職
員
や
受
益
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
同

じ
く
原
則
と
し
て
個
人
情
報
の
要
保
護
性
は
低
い
ま
ま
に
留
め
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
状
況
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
シ
ュ

タ
ー
ジ
文
書
に
含
ま
れ
る
情
報
が
公
開
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
情
報
自
己
決
定
権
に
対
す
る
制
約
を
受
け
う
る
地
位
に
つ
い
て

は
、
国
家
保
安
機
関
の
職
員
や
受
益
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
う
る
は
ず
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
対
し
て
、
政
治
上
の
要
人
よ
り

も
、
自
ら
に
関
す
る
文
書
が
よ
り
広
範
囲
に
研
究
対
象
に
な
る
こ
と
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と
の
正
当
性
を
な
お
保
つ
こ
と
が
で

き
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
近
時
に
至
っ
て
も
議
論
が
存
在
し
て
い
る
   33
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
が
、
そ
の
成
立
に
お
け
る
特
殊
性
か
ら
、
そ
の
使
用
や
公
開
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
公
文

書
管
理
法
制
と
は
異
な
る
独
自
の
、
そ
し
て
厳
密
か
つ
具
体
的
な
利
益
較
量
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
か
つ
て
の
連
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邦
全
権
受
任
官
や
、
現
在
の
文
書
管
理
担
当
機
関
で
あ
る
連
邦
公
文
書
館
が
そ
の
実
務
経
験
を
蓄
積
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
ま
た

事
実
で
あ
る
   34
。
欧
州
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
基
準
の
変
化
や
、
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
取
扱
い
方
法
の
確

立
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
旧
東
ド
イ
ツ
に
対
す
る
国
民
の
意
識
変
化
、
と
り
わ
け
記
憶
の
希
薄
化
に
直
面
し
て
、
基
本
権
価
値
と

文
書
の
使
用
目
的
の
価
値
と
の
衡
量
基
準
は
、
な
お
変
化
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

四　

結
び
に
代
え
て

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
特
殊
性
、
す
な
わ
ち
国
家
の
違
法
行
為
に
よ
っ
て
成
立
し
た

文
書
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
立
法
及
び
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
違
法
行
為
の
被
害
者
の
情
報
自
己
決
定
権
等
の
基
本
権

を
保
護
し
つ
つ
、
一
方
で
旧
東
ド
イ
ツ
の
独
裁
に
対
し
て
の
「
過
去
の
清
算
」
を
行
う
と
い
う
、
極
め
て
繊
細
な
バ
ラ
ン
ス
が
要

求
さ
れ
る
。

人
民
議
会
法
か
ら
始
ま
る
こ
の
公
文
書
管
理
法
制
の
特
別
法
の
系
譜
に
お
い
て
、
立
法
及
び
制
度
運
用
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な

バ
ラ
ン
ス
は
、
巧
妙
に
維
持
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
が
、
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
文
書
管
理
の
法
的
・
技
術
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、

政
治
的
課
題
や
国
民
意
識
の
趨
勢
に
も
目
配
り
し
た
上
で
の
極
め
て
慎
重
な
さ
じ
加
減
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
す

る
。
国
家
保
安
機
関
に
よ
る
文
書
の
作
成
の
対
象
と
な
っ
た
デ
ー
タ
主
体
や
第
三
者
、
そ
し
て
職
員
及
び
受
益
者
が
文
書
に
ア
ク

セ
ス
し
、
そ
の
内
容
に
含
ま
れ
る
情
報
を
知
る
自
由
は
、
無
期
限
に
保
障
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
方
で
、
東
ド

イ
ツ
が
着
々
と
「
歴
史
」
と
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
の
下
で
、
現
代
史
の
研
究
や
教
育
、
社
会
の
意
識
を
喚
起
す
る
た
め
の
報
道
に

対
し
て
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
を
適
切
に
開
放
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
重
要
性
も
、
相
対
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
自
己

決
定
と
、
学
術
研
究
・
教
育
及
び
プ
レ
ス
と
い
う
二
つ
の
基
本
権
的
価
値
の
下
で
揺
れ
動
く
状
況
に
常
に
お
か
れ
て
い
る
の
が
、
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1 

時
系
列
順
に
、
内
務
委
員
部
刑
事
第
五
部
及
び
人
民
警
察
刑
事
警
察
第
五
部
（
一
九
四
八
年
設
置
、
K
―
五
機
関
と
通
称
さ
れ
る
）
並
び
に
そ
の
後
継
組
織
で

あ
る
国
家
保
安
省
（
一
九
五
〇
年
設
置
）、
国
家
保
安
庁
（
一
九
五
三
年
改
組
設
置
）、
国
家
保
安
省
（
一
九
五
五
年
再
設
置
、
そ
の
名
称M

inisterium
 für 

Staatssicherheit

に
由
来
し
てStasi
〔
シ
ュ
タ
ー
ジ
〕
又
はM

fS

と
通
称
さ
れ
る
）、
及
び
国
家
安
全
庁
（
一
九
八
九
年
改
組
設
置
、
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ

統
一
に
伴
い
廃
止
、A

fN
S

と
通
称
さ
れ
る
）
が
存
在
し
た
。H

. Geiger/H
. K

linghardt, Stasi-U
nterlagen-Gesetz K

om
m

entar. 2.,überarbeitete A
ufl., 

2006. Einl. Rnr. 1-3. 

2 

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
に
お
け
る
国
家
保
安
機
関
（Staatssicherheitsdienst

）
と
は
、
一
九
五
五
年
の
国
家
保
安
省
並
び
に
そ
の
前
身
組
織
及
び
後
身
組
織
で
あ

る
と
定
義
さ
れ
る
。Geiger/K

linghardt, a.a.O
.(A

nm
.1), 

§1. Rnr. 4.

3 J. K
rüper(H

rsg.), D
üsseldorfer Studienkom

m
entar zum

 Stasi-U
nterlagen-Gesetz(StU

G). 2019. 

§143-145.

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
で
は
、
非
公
式
協

力
者
（Inoffi

ziele M
itarbeiter; IM

）
は
「
国
家
保
安
機
関
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
自
ら
同
意
し
た
者
」
と
定
義
さ
れ
る
。
国
家
保
安
機
関
は
、
特
に
逮
捕

又
は
拘
禁
し
た
市
民
に
対
す
る
勧
誘
や
脅
迫
に
よ
っ
て
、
そ
の
指
示
に
基
づ
い
て
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
誓
約
さ
せ
、
暗
号
名
を
与
え
て
監
視
又
は
偵
察
の
対

象
者
に
対
す
る
情
報
を
収
集
蓄
積
し
て
い
た
。
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
保
安
省
の
活
動
を
描
い
た
二
〇
〇
六
年
の
ド
イ
ツ
映
画
『
善
き
人
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
（
原

題D
as Leben des A

nderen

）』
の
中
で
も
、
国
家
保
安
省
の
偵
察
対
象
者
で
あ
る
劇
作
家
の
交
際
相
手
で
あ
る
女
優
が
、
い
っ
た
ん
国
家
保
安
省
に
拘
禁
さ
れ
、

非
公
式
協
力
者
と
な
る
こ
と
を
誓
約
し
て
釈
放
さ
れ
る
描
写
が
あ
る
。

4 R. Engelm
ann/B. Florath/H

. H
eidem

eyer (H
rsg.), D

as M
fS-Lexikon. 4.A

ufl.(W
eb). 2021. „IM

„ (https://w
w

w
.stasi-unterlagen-archiv.de/m

fs-
lexikon/detail/inoffi

zieller-m
itarbeiter-im

/ [letzter Zugriff: 21.07.2023.])

5 

国
家
保
安
機
関
は
、
一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
直
後
か
ら
主
と
し
て
機
密
文
書
や
対
外
工
作
に
関
す
る
文
書
な
ど
の
隠
滅
や
持
ち
出
し
を
始
め

て
い
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
や
洗
濯
機
に
か
け
ら
れ
裁
断
・
溶
解
さ
れ
た
文
書
や
、
切
断
さ
れ
た
磁
気
テ
ー
プ
な
ど
が
多
数
発
見
さ
れ
て

い
る
。
二
〇
二
一
年
現
在
で
連
邦
全
権
受
任
庁
が
保
存
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
破
損
資
料
は
、
文
書
ケ
ー
ス
一
万
五
千
五
百
個
分
に
も
及
ぶ
と
い
う
。D

er 
B

undesbeauftragte für die U
nterlagen des staatssicherheitsdienstes der ehem

aligen D
eutschen D

em
okratischen R

epublik, 15. 
T

ätigkeitsbericht des Bundesbeauftragten für die U
nterlagen des staatssicherheitsdienstes der ehem

aligen D
eutschen D

em
okratischen 

Republik für die Jahre 2019 und 2020. 2021, S.23, 27f.

シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
特
殊
性
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
   35
。
こ
の
特
殊
性
に
基
づ
く
基
本
権
的
価
値
の
間
で
の
揺
れ
動
き
に
起

因
す
る
法
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
更
な
る
検
討
の
機
会
を
得
た
い
と
考
え
る
。

公
文
書
管
理
法
制
の
特
別
法
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
は
、
ド
イ
ツ
の
再
統
一
か
ら
三
〇
年
を
経
て
シ
ュ

タ
ー
ジ
文
書
が
連
邦
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
て
も
な
お
、
そ
の
特
別
法
と
し
て
の
特
殊
な
位
置
づ
け
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
と
東
ド
イ
ツ
が
完
全
な
る
歴
史
上
の
「
伝
説
」
に
な
り
果
て
る
ま
で
、
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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6 T
. Roß, W

er „erbt

„ die Stasiakten?-D
ie A

ktenherausgabe nach dem
 T

od des Betroffenen und das postm
ortale Persönlichkeitsrecht. LK

V
 

2015, S.59. 

当
時
の
「
文
書
は
我
々
の
も
の
だ
！
（D

ie A
kten gehören uns!

）」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
共
産
主
義
体
制
の
打
倒
と
再
統

一
に
向
け
た
平
和
革
命
の
象
徴
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

7 H
. Garstka, „Freiheit für m

eine A
kte

„: D
ie Ö

ffnung der A
rchive. in: D

. U
nverhau(H

rsg.), D
as Stasi-U

nterlagen-Gesetz im
 Lichte von 

D
atenschutz und A

rchivgesetzgebung. 2003., S.45f.

8 J. Pietrkiew
icz, D

er Sonderbeauftragte der B
undesregierung für die personenbezogenen U

nterlagen des ehem
aligen 

Staatssicherheitsdienstes und die „V
orläufige O

rdnung für die N
utzung personenbezogener U

nterlagen des Ehem
aligen M

fS/A
fN

S

„. in: 
U

nverhau(H
rsg.), a.a.O

.(A
nm

.7), S.61f.

9 

こ
の
特
別
受
任
官
に
就
任
し
た
の
は
、
東
ド
イ
ツ
人
民
議
会
に
お
い
て
国
家
保
安
省
解
体
管
理
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ガ
ウ
ク
（J. 

Gauck

）
で
あ
る
。
な
お
、
彼
は
こ
の
後
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
管
理
法
の
成
立
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
連
邦
全
権
受
任
官
の
初
代
を
務
め
、
二
〇
一
二
年
に
は
連

邦
大
統
領
に
就
任
し
て
い
る
。

10 A
. D

ix, D
ie N

ovelle zum
 Stasi-U

nterlagen-G
esetz. V

IZ 2003, S.5; R
.Polly, StU

G
 und deutsche A

rchivgesetze. in: U
nverhau(H

rsg.), 
a.a.O

.(A
nm

.7), S. 164f.

11 Geiger/K
linghardt, a.a.O

.(A
nm

.1), Einl. Rnr. 24-25.

12 

こ
の
機
関
名
は
極
め
て
長
く
複
雑
で
あ
る
た
め
、
現
職
の
連
邦
全
権
受
任
官
の
名
称
を
付
し
て
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
初
代
の
ガ
ウ
ク
在
任

中
は
「
ガ
ウ
ク
機
関
（Gauck-Behörde
）」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
連
邦
政
府
内
に
お
い
て
す
ら
も
、
公
式
の
略
称
で
あ
るBStU

よ
り
も
こ
の
呼
称
の
方
が
通
り

が
良
か
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
全
権
受
任
官
は
廃
止
ま
で
の
三
十
年
間
で
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ガ
ウ
ク
（
一
九
九
〇
―
二
〇
〇
〇
年
）、
マ
リ
ア
ン
ネ
・
ビ
ー
ト
ラ
ー
（M

. 
Birthler

、
二
〇
〇
〇
―
二
〇
一
一
年
）、
ロ
ー
ラ
ン
ト
・
ヤ
ン
（R. Jahn

、
二
〇
一
一
―
二
〇
二
一
年
）
の
三
名
が
在
職
し
た
。

13 A
usführungsgesetz zum

 Gesetz über die U
nterlagen des Staatssicherheitsdienstes der ehem

aligen D
eutschen D

em
okratischen Republik v. 

18. 8. 1993 (GV
Bl. LSA

 S. 433)

14 Ü
bergang der Stasi-U

nterlagen in den Zuständigkeitsbereich des Bundesarchivs beschlossen. Pressem
itteilung des Bundesarchivs v. 

19.11.2020. (https://w
w

w
.bundesarchiv.de/D

E/Content/Pressem
itteilungen/aenderung-barchg-stug.htm

l [letzter Zugriff: 21.07.2023.])

15 

な
お
、
こ
の
移
管
後
、
ラ
ン
ト
公
文
書
館
が
保
存
す
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
に
つ
い
て
も
、
連
邦
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
は
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
。
シ
ュ
タ
ー
ジ

文
書
法
一
条
二
項
参
照
。

16 BV
erfGE 78, 77(85).

17 V
G Berlin, Entscheidung v. 4. 7. 2001=N

JW
2001, 2987.

18 BV
erw

G, U
rteil v. 8. 3. 2002. = N

JW
2002, 1815(1815).

19 BV
erw

G, N
JW

2002, 1815(1815).

20 BV
erw

G, N
JW

2002, 1815(1816).

な
お
、
二
〇
〇
二
年
当
時
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
に
は
「
個
人
情
報
」
に
関
す
る
定
義
規
定
は
存
在
せ
ず
、
当
時
の
連
邦
デ
ー

タ
保
護
法
に
お
け
る
「
個
人
デ
ー
タ
」
の
定
義
を
、
解
釈
上
流
用
し
て
用
い
て
い
た
。
現
在
は
、
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
に
準
じ
て
個
人
情
報
に
関
す
る
定
義
規
定

が
あ
る
（
六
条
十
項
）。
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21 BV
erw

G, N
JW

2002, 1815(1816).

な
お
、
二
〇
〇
二
年
当
時
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法
三
十
二
条
一
項
に
お
い
て
は
、
本
件
に
お
い
て
適
用
さ
れ
た
規
定
は
三
号

に
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
は
四
号
に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

22 K
. Bonitz, Persönlichkeitsschutz im

 Stasi-U
nterlagen-Gesetz. 2009., S.104f.

23 BV
erw

G, N
JW

2002, 1815(1816f.).
24 BV

erw
G, N

JW
2002, 1815(1817).

25 BV
erw

G, N
JW

2002, 1815(1817).

26 D
ix, a.a.O

. (A
nm

. 10), S.1.

27 Fünftes Gesetz zur Ä
nderung des Stasi-U

nterlagen-Gesetz v. 2.9.2002. (BGBl. I S.3446)

28 D
ix, a.a.O

. (A
nm

. 10), S.5.

29 J. W
eberling, N

ovellierung des Stasi-U
nterlagen-Gesetzes. ZRP 2002, S.346.

30 D
ix, a.a.O

. (A
nm

. 10), S.2.

31 W
eberling, a.a.O

.(A
nm

. 29), S.346. 

ナ
チ
ス
文
書
は
連
邦
公
文
書
館
の
通
常
の
文
書
管
理
施
設
に
お
い
て
連
邦
公
文
書
館
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
存
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
法
の
支
配
に
反
し
て
作
成
さ
れ
、
又
は
法
の
支
配
に
反
す
る
方
法
で
取
得
さ
れ
た
情
報
を
含
む
も
の
も
多
数
あ
る
も
の
の
、
公
文
書
館
法

は
そ
の
よ
う
な
文
書
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
破
棄
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
と
の
平
仄
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
た
。

V
gl. D

ix, a.a.O
. (A

nm
. 10), S.2. 

32Bonitz, a.a.O
.(A

nm
.22), S.134f.

33 D
ix, a.a.O

. (A
nm

. 10), S.5.

34 Polly, a.a.O
. (A

nm
.10), S.166f.

35 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ナ
チ
ス
政
権
に
よ
る
東
方
移
送
・
強
制
収
容
所
に
関
す
る
文
書
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
東
方
移

送
及
び
強
制
収
容
所
の
被
害
者
に
関
す
る
文
書
は
、
戦
後
に
連
合
国
が
押
収
し
て
保
存
し
た
た
め
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
国
家
に
属
す
る
こ
と
な
く
、
連
合
国
及
び
国

際
赤
十
字
委
員
会
が
管
理
す
る
「
国
際
追
跡
サ
ー
ビ
ス
（Internationaler Suchdienst

）」
と
称
す
る
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら

の
文
書
も
連
邦
公
文
書
館
法
の
適
用
外
で
あ
り
、
従
っ
て
ド
イ
ツ
の
公
文
書
管
理
法
制
に
お
け
る
収
集
選
別
及
び
公
開
の
手
続
は
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
現

在
も
ド
イ
ツ
政
府
が
運
営
費
用
を
出
資
す
る
も
の
の
、
独
立
の
機
関
で
あ
る
ナ
チ
ス
迫
害
追
跡
セ
ン
タ
ー
（International Center on N

azi Persecution

）

が
設
置
す
る
ア
ー
ロ
ル
ゼ
ン
文
書
館
と
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
ド
イ
ツ
の
公
文
書
管
理
法
制
に
対
し
て
独
立
の
地
位
に
あ
る
。V

gl. M
ichael 

H
ollm

ann, A
rchive und Erinnerung. Forum

(Bundesarchiv) 2013, S.7f. 

な
お
、
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

裁
判
ま
で
の
経
過
を
描
い
た
二
〇
一
五
年
の
ド
イ
ツ
映
画
『
顔
の
な
い
ヒ
ト
ラ
ー
た
ち
（
原
題Im

 Labyrinth des Schw
eigens

）』
に
お
い
て
、
主
人
公
で
あ

る
検
事
が
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ=

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
長
で
あ
っ
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ベ
ー
ア
の
訴
追
の
た
め
の
資
料
を
求
め
て
分
け
入
る
の
は
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
に
あ
っ
た
頃
の
国
際
追
跡
サ
ー
ビ
ス
の
文
書
庫
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
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旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
の
文
書
に
関
す
る
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
法—

StU
G

）

公
布　

一
九
九
一
年
十
二
月
二
十
日

施
行　

一
九
九
一
年
十
二
月
二
十
九
日

全
面
改
正　

二
〇
〇
七
年
二
月
十
八
日
（
連
邦
法
律
官
報
Ⅰ
一
六
二
頁
）

全
面
改
正　

二
〇
二
一
年
四
月
九
日
（
連
邦
法
律
官
報
Ⅰ
七
五
〇
頁
）   1 

最
終
改
正　

二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
日
（
社
会
法
典
第
四
編
等
の
改
正
に
関
す
る
法
律
、
連
邦
法
律
官
報
Ⅰ
二
七
五
九
頁
）

第
一
章　

総
則
及
び
基
本
規
定

第
一
条
（
法
律
の
目
的
と
適
用
範
囲
）

（
１
）
こ
の
法
律
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
目
的
の
た
め
の
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
国
家
保
安
省
並
び
に
そ
の
前
身
及
び
後
身
の
組
織
（
以

下
に
お
い
て
、
国
家
保
安
機
関
と
い
う
。）
の
文
書
の
収
集
、
編
纂
、
管
理
及
び
利
用
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

１
．
国
家
保
安
機
関
に
よ
っ
て
個
人
に
関
し
て
収
集
さ
れ
た
情
報
の
閲
覧
を
個
人
に
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
個
人
の
身
上
に
対
す
る
国

家
保
安
機
関
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
。

２
．
国
家
保
安
機
関
に
よ
っ
て
個
人
に
関
し
て
収
集
さ
れ
た
情
報
の
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
当
該
個
人
の
人
格
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該

個
人
を
保
護
す
る
た
め
。
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３
．
国
家
保
安
機
関
の
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
、
政
治
的
、
法
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
促
進
す
る
た
め
。

４
．
公
的
機
関
お
よ
び
非
公
的
機
関
に
対
し
て
、
そ
の
必
要
と
す
る
情
報
を
、
こ
の
法
律
が
定
め
る
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
た
め
。

（
２
）
こ
の
法
律
は
、
連
邦
若
し
く
は
ラ
ン
ト
の
公
的
機
関
、
自
然
人
又
は
そ
の
他
の
非
公
的
機
関
が
保
有
す
る
国
家
保
安
機
関
の
文
書
に
適
用

す
る
。

第
二
条 （
国
家
保
安
機
関
文
書
の
収
集
、
保
存
及
び
管
理
）

（
１
）シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
は
、そ
の
出
所
に
基
づ
い
て
、ベ
ル
リ
ン〔
本
館
〕並
び
に
エ
ア
フ
ル
ト
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト（
オ
ー
デ
ル
）、ハ
レ（
ザ
ー
レ
）、

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
及
び
ロ
ス
ト
ッ
ク
に
置
か
れ
る
地
方
分
館
に
お
い
て
保
存
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
支
所
が
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
、
コ
ッ
ト
ブ
ス
、
ド

レ
ス
デ
ン
、
ゲ
ラ
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
、
ノ
イ
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
、
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ー
ン
、
及
び
ズ
ー
ル
に
も
設
置
さ
れ
る
。
支
所
は
、
東
ド
イ
ツ

諸
ラ
ン
ト
に
お
け
る
連
邦
公
文
書
館
の
事
務
所
と
し
、こ
の
法
律
に
基
づ
く
任
務
を
行
う
。こ
れ
ら
は
、〔
任
務
の
〕内
容
面
及
び
組
織
面
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン
ト
の
公
文
書
管
理
部
署
と
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。
自
然
人
に
対
す
る
情
報
提
供
や
助
言
、
申
請
の
処
理
、
参
加
型
文
書
公
開
、

展
示
会
及
び
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
式
に
よ
る
国
家
保
安
機
関
の
構
造
、
活
動
方
法
、
並
び
に
活
動
方
式
に
つ
い
て

の
公
表
活
動
の
実
施
は
、
こ
れ
ら
の
任
務
で
あ
る
。
地
方
分
館
及
び
支
所
は
、
地
域
の
文
化
財
施
設
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
以
下
の
任
務
及
び
権
限
を
有
す
る
。

１
．
国
家
保
安
機
関
の
文
書
を
収
集
す
る
こ
と
。

２
．
公
文
書
管
理
上
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
文
書
の
評
価
、
整
理
、
編
纂
、
保
存
及
び
管
理
を
行
う
こ
と
。

３
．
次
に
掲
げ
る
文
書
に
つ
い
て
、
特
別
の
保
存
を
行
う
こ
と
。

ａ
．
裁
判
所
及
び
検
察
か
ら
国
家
保
安
機
関
に
引
き
渡
さ
れ
た
文
書
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ｂ
．
第
一
一
条
第
二
項
第
二
文
に
定
め
る
文
書
の
複
製
物

ｃ
．
連
邦
、
諸
ラ
ン
ト
及
び
同
盟
国
の
情
報
機
関
の
職
員
に
関
す
る
文
書

ｄ
．
文
書
で
あ
っ
て
、

そ
の
他
の
情
報
機
関
の
職
員
に
関
す
る
も
の
、
及
び

諜
報
活
動
、
防
諜
活
動
若
し
く
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
分
野
に
お
け
る
手
段
及
び
方
法
の
利
用
可
能
性
に
関
す
る
技
術
的
若
し
く
は
そ
の
他
の

専
門
的
な
指
示
又
は
説
明
を
含
む
も
の
。

連
邦
内
務
省
が
、〔
文
書
の
〕
成
立
及
び
出
所
に
基
づ
き
、
個
別
の
案
件
に
お
い
て
、
文
書
の
公
開
が
公
共
の
安
全
を
脅
か
し
、
又
は
そ
の
他

連
邦
ま
た
は
ラ
ン
ト
の
利
益
に
対
す
る
不
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
宣
言
し
た
場
合
に
お
い
て
、
ｂ
か
ら
ｄ
ま
で
に
定
め
る
〔
文
書
の
〕
特
別
の

保
存
に
つ
い
て
は
、
秘
   2
及
び
そ
れ
以
上
の
機
密
保
持
等
級
に
よ
る
機
密
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

４
．
情
報
の
告
知
、
文
書
に
関
す
る
情
報
の
通
知
、
文
書
の
閲
覧
の
許
可
、
及
び
文
書
の
引
渡
し
を
行
う
こ
と
。

５
．
国
家
保
安
機
関
の
構
造
、
活
動
方
法
及
び
活
動
方
式
に
つ
い
て
の
公
開
活
動
の
実
施
に
よ
り
、
国
家
保
安
機
関
の
活
動
に
対
し
て
の
総
括
を

行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
個
人
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
は
第
三
十
二
条
第
三
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
ま
た
、
公
表
は
電
子
情
報
及
び
通
信
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

６
．
文
書
の
閲
覧
の
許
可
及
び
文
書
の
複
製
物
の
発
行
に
よ
っ
て
、
国
家
保
安
機
関
の
活
動
に
関
し
て
の
歴
史
的
並
び
に
政
治
的
な
再
評
価
の
研

究
並
び
に
政
治
教
育
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
、
並
び
に
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
又
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
占
領
地
域
の
歴
史
の
再
評
価
の
た
め
の

機
関
や
記
念
施
設
に
つ
い
て
、
国
家
保
安
機
関
の
活
動
の
文
書
化
並
び
に
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
館
の
所
蔵
物
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料
関
連
の
研
究

の
支
援
を
行
う
こ
と
。

７
．
自
然
人
、
そ
の
他
の
非
公
的
機
関
及
び
公
的
機
関
へ
の
情
報
提
供
と
助
言
を
行
う
こ
と
。
情
報
提
供
と
助
言
は
、
全
て
の
事
務
所
に
お
い
て
、

又
は
デ
ジ
タ
ル
形
式
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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８
．
国
家
保
安
機
関
を
主
題
と
す
る
文
書
公
開
・
展
示
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
維
持
を
行
う
こ
と
。

９
．
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
館
の
特
別
な
性
格
や
象
徴
的
価
値
を
、
歴
史
的
な
場
所
に
お
け
る
、
及
び
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
教
育

や
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
伝
え
る
こ
と
。

10
．
破
損
し
た
国
家
保
安
機
関
文
書
の
修
復
と
編
纂
を
行
う
こ
と
。

11
．
第
二
条
に
定
め
る
任
務
に
関
し
て
、
二
年
ご
と
に
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
対
し
て
、
報
告
を
書
面
に
よ
っ
て
提
出
す
る
こ
と
。

（
３
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
中
央
住
民
登
録
簿
か
ら
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
情
報
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
氏
名

２
．
出
生
時
の
名
前
、
通
称

３
．
出
生
地

４
．
個
人
識
別
番
号

５
．
最
終
住
所
地

６
．「
故
人
」
の
徴
標

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
請
求
に
基
づ
き
、
裁
判
所
及
び
刑
事
訴
追
機
関
に
対
し
て
、
そ
の
法
律
に
基
づ
く
任
務
の
遂
行
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
。

第
三
条
（
個
人
の
権
利
）

（
１
）
す
べ
て
の
個
人
は
、
編
纂
さ
れ
た
文
書
に
自
己
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
連
邦
公
文
書
館
に
情
報
の
告
知
を

求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
個
人
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
情
報
の
告
知
を
受
け
、
文
書
を
閲
覧
し
、
及
び
文
書
の
引

き
渡
し
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
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（
２
）
す
べ
て
の
個
人
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
情
報
及
び
文
書
を
、
一
般
的
な
法
律
の
枠
内
で
利
用
す
る
権
利
を
有
す
る
。

（
３
）
情
報
の
告
知
、
文
書
の
閲
覧
の
許
可
、
又
は
文
書
の
引
き
渡
し
に
際
し
て
は
、
他
の
個
人
の
、
厳
重
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
を
損
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。

第
四
条
（
公
的
機
関
お
よ
び
非
公
的
機
関
に
よ
る
国
家
保
安
機
関
の
文
書
の
使
用
権
限
）

（
１
）公
的
機
関
及
び
非
公
的
機
関
は
、文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
、こ
の
法
律
が
許
容
し
、又
は
命
じ
る
範
囲
に
お
い
て
の
み
、

文
書
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ー
タ
主
体
、
第
三
者
、
行
方
不
明
者
又
は
被
殺
害
者
の
近
親
者
、
国
家
保
安
機
関
の
職
員
又
は
受
益
者
が
、

自
発
的
に
本
人
に
関
す
る
情
報
を
含
む
文
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
公
的
機
関
及
び
非
公
的
機
関
は
、
こ
れ
ら
も
提
出
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
文
書
に
含
ま
れ
る
個
人
情
報
が
不
正
確
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
、
若
し
く
は
報
告
を
受
け
、
又
は
そ
の
情
報
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
個
人
に
よ
っ
て
当
該
情
報
の
真
正
性
に
つ
い
て
の
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
別
紙
に
記
載
し
、
及
び
文
書
に

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
個
人
情
報
が
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
請
求
に
基
づ
い
て
通
知
さ
れ
、
そ
の
通
知
後
に
請
求
の
対
象
と
な
っ
た
人
物

に
関
し
て
不
正
確
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
そ
の
事
項
が
事
実
の
評
価
に
重
要
で
な
い
場
合
を
除
き
、〔
通
知
の
〕
受
領
者
に
対
し
て
訂

正
が
告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
４
）
文
書
の
使
用
に
際
し
て
は
、
他
の
個
人
の
、
厳
重
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
条
（
特
別
の
使
用
禁
止
）

（
１
）
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
秘
密
裏
の
情
報
収
集
活
動
を
含
め
、
デ
ー
タ
主
体
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
情
報
収
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集
活
動
又
は
偵
察
活
動
の
過
程
で
取
得
さ
れ
た
情
報
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
目
的
で
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

二
十
一
条
第
一
項
第
一
文
及
び
第
二
文
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
か
ら
の
申
立
て
が
、
そ
の
情
報
に
依
拠
し
て
全
体
的
ま
た
は
部
分

的
に
不
適
切
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
２
）
文
書
の
使
用
は
、
管
轄
検
察
庁
又
は
裁
判
所
が
、
連
邦
公
文
書
館
に
対
し
て
、
一
定
期
間
に
お
け
る
そ
の
使
用
が
刑
事
手
続
の
遂
行
に
支

障
を
生
じ
る
も
の
と
宣
言
し
た
と
き
は
、
そ
の
一
定
期
間
に
限
り
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
個
人
に
対
し
て
そ
の

権
利
の
行
使
を
不
当
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
使
用
は
、
検
察
庁
又
は
裁
判
所
と
の
間

に
お
け
る
合
意
の
下
で
こ
れ
を
行
う
。

　
第
六
条
（
定
義
規
定
）

（
１
）
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
国
家
保
安
機
関
の
文
書
   3
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

１
．
記
録
の
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
情
報
媒
体
、
と
り
わ
け

ａ
．
書
類
、
デ
ー
タ
、
文
書
フ
ァ
イ
ル
、
カ
ー
ド
、
地
図
、
フ
ィ
ル
ム
、
画
像
、
音
声
、
及
び
そ
の
他
の
記
録

ｂ
．
そ
れ
ら
の
写
し
、
謄
本
及
び
そ
の
他
の
複
製
物
、
並
び
に

ｃ
．
選
別
に
必
要
と
な
る
補
助
的
手
段
、
と
り
わ
け
自
動
的
な
電
磁
的
処
理
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
っ
て
、
国
家
保
安
機
関
若
し
く
は
人
民
警
察
刑
事
警
察
第
一
部
   4
に
お
い
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
所
有
に
属
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
た
め
に
引

き
渡
さ
れ
た
も
の
。

２
．
国
家
保
安
機
関
に
対
し
て
、
裁
判
所
及
び
検
察
庁
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
文
書
。

（
２
）
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
文
書
に
含
ま
れ
な
い
。

１
．
国
家
保
安
機
関
の
書
状
で
あ
っ
て
、
添
付
物
を
伴
っ
て
他
の
公
的
又
は
非
公
的
機
関
に
送
付
さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
が
国
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家
保
安
機
関
に
指
示
を
与
え
る
法
的
又
は
事
実
上
の
権
限
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

２
．
文
書
の
う
ち
、
権
限
上
の
理
由
に
よ
り
他
の
機
関
に
譲
渡
又
は
返
却
さ
れ
、
か
つ
、
国
家
保
安
機
関
が
そ
れ
に
つ
い
て
措
置
を
と
り
、
若
し

く
は
指
示
し
た
証
拠
が
見
当
た
ら
な
い
も
の
。

３
．
文
書
の
う
ち
、
一
九
四
五
年
五
月
八
日
以
前
に
完
結
し
、
か
つ
、
国
家
保
安
機
関
が
文
書
の
編
纂
を
超
え
て
使
用
し
た
証
拠
が
見
当
た
ら
な

い
も
の
。

４
．
物
品
及
び
文
書
で
あ
っ
て
、
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
が
国
家
保
安
機
関
に
よ
っ
て
違
法
に
奪
取
さ
れ
、
又
は
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
も
の
。

た
だ
し
、
そ
れ
が
書
類
で
あ
る
と
き
は
、
連
邦
公
文
書
館
は
文
書
と
し
て
取
得
す
る
た
め
に
、
複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
主
体
   5
と
は
、
国
家
保
安
機
関
が
、
秘
密
情
報
収
集
を
含
む
、
特
定
の
対
象
に
向
け
ら
れ
た
情
報
収
集
活

動
又
は
偵
察
活
動
に
よ
っ
て
情
報
を
収
集
し
た
人
物
を
い
う
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
は
、
第
一
文
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

１
．
情
報
の
収
集
活
動
が
国
家
保
安
機
関
の
た
め
の
そ
の
活
動
の
端
緒
及
び
示
威
、
又
は
そ
の
管
理
の
た
め
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い

て
、
国
家
保
安
機
関
の
職
員
、
及
び

２
．
情
報
の
収
集
活
動
が
そ
の
利
益
の
た
め
の
行
動
の
端
緒
又
は
管
理
の
た
め
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
受
益
者
。

（
４
）
国
家
保
安
機
関
の
職
員
   6
と
は
、
常
勤
及
び
非
公
式
の
職
員
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

１
．
常
勤
の
職
員
と
は
、
国
家
保
安
機
関
と
の
間
で
正
式
な
雇
用
又
は
勤
務
関
係
に
あ
っ
た
者
、
及
び
特
殊
任
務
に
就
い
て
い
た
国
家
保
安
機
関

の
幹
部
職
員
を
い
う
。

２
．
非
公
式
協
力
者
と
は
、
国
家
保
安
機
関
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
自
ら
同
意
し
た
者
を
い
う
。

（
５
）
国
家
保
安
機
関
の
職
員
に
関
す
る
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

１
．
国
家
保
安
機
関
の
職
員
に
対
し
て
、
国
家
保
安
機
関
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
の
指
示
を
与
え
る
法
的
又
は
事
実
上
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て

い
た
者
、
及
び
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２
．
人
民
警
察
刑
事
警
察
第
一
部
の
非
公
式
協
力
者
。

（
６
）
受
益
者
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

１
．
と
り
わ
け
職
業
上
又
は
そ
の
他
の
経
済
上
の
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
保
安
機
関
か
ら
実
質
的
な
支
援
を
受
け
て
い
た
者
、

２
．
国
家
保
安
機
関
に
よ
り
、
又
は
そ
の
措
置
に
基
づ
い
て
、
刑
事
訴
追
を
免
除
さ
れ
た
者
、

３
．
国
家
保
安
機
関
の
認
知
、
同
意
又
は
援
助
の
下
に
、
犯
罪
行
為
を
促
進
し
、
準
備
し
、
又
は
実
行
し
た
者
。

（
７
）
第
三
者
と
は
、
国
家
保
安
機
関
の
情
報
収
集
の
対
象
と
な
っ
た
そ
の
他
の
人
物
を
い
う
。

（
８
）
国
家
保
安
機
関
の
職
員
、
受
益
者
、
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
、
個
別
の
情
報
と
の
関
連
に
お
い
て
、
個
別
に
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
判
断
は
、
当
該
情
報
が
文
書
に
記
載
さ
れ
た
目
的
を
基
準
と
し
て
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
９
）
文
書
の
使
用
に
は
、
文
書
の
伝
達
、
文
書
か
ら
の
情
報
の
提
供
及
び
そ
の
他
の
情
報
の
処
理
並
び
に
使
用
を
含
む
も
の
と
す
る
。
別
段
の

定
め
が
な
い
限
り
、
非
公
的
機
関
に
は
宗
教
団
体
も
含
ま
れ
る
と
の
但
し
書
き
が
あ
る
も
の
と
す
る
条
件
の
下
で
、
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
第
二
条

の
定
義
を
適
用
す
る
。

（
10
）
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
個
人
情
報
と
は
、
特
定
の
又
は
特
定
可
能
な
生
存
し
て
い
る
個
人
又
は
死
亡
し
た
個
人
の
、
個
人
的
又
は
事
実
上

の
状
況
に
関
す
る
個
別
の
事
項
を
い
う
。

（
11
） 

匿
名
化
と
は
、
個
人
的
又
は
事
実
上
の
状
況
に
関
す
る
個
別
の
事
項
が
、
特
定
の
又
は
特
定
可
能
な
自
然
人
に
も
は
や
結
び
つ
け
る
こ
と

が
不
可
能
で
あ
る
か
、
又
は
不
合
理
な
時
間
、
費
用
及
び
労
力
を
投
入
し
な
い
限
り
は
結
び
つ
け
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
方
法
に
よ
っ
て
、
個

人
情
報
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
を
い
う
。

第
二
章　

国
家
保
安
機
関
の
文
書
の
収
集
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第
七
条
（
国
家
保
安
機
関
の
文
書
の
発
見
、
通
知
義
務
）

（
１
）
す
べ
て
の
公
的
機
関
は
、
連
邦
公
文
書
館
が
行
う
国
家
保
安
機
関
の
文
書
の
所
在
の
調
査
及
び
当
該
文
書
の
引
取
り
を
支
援
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
公
的
機
関
は
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
際
し
て
、
国
家
保
安
機
関
の
文
書
又
は
そ
の
写
し
、
謄
写
又
は
そ
の
他
の
複
製
物
が
あ
る
こ
と

を
認
め
、
又
は
偶
然
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
連
邦
公
文
書
館
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
連
邦
公
文
書
館
は
、国
家
保
安
機
関
の
文
書
の
存
在
を
示
す
十
分
な
証
拠
が
あ
る
と
き
は
、公
的
機
関
と
の
合
意
に
基
づ
き
、そ
の
記
録
簿
、

文
書
庫
及
び
そ
の
他
の
情
報
集
積
物
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
自
然
人
及
び
そ
の
他
の
非
公
的
機
関
は
、
国
家
保
安
機
関
の
文
書
又
は
そ
の
写
し
、
謄
本
若
し
く
は
そ
の
他
の
複
製
物
を
保
有
し
て
い
る

こ
と
を
認
め
次
第
、
遅
滞
な
く
連
邦
公
文
書
館
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
義
務
を
負
う
。

　
第
八
条
（
公
的
機
関
の
引
渡
し
義
務
）

（
１
）
す
べ
て
の
公
的
機
関
は
、
連
邦
公
文
書
館
の
要
請
に
基
づ
き
、
そ
の
保
有
す
る
国
家
保
安
機
関
の
文
書
を
、
写
し
、
謄
本
そ
の
他
の
複
製

物
を
含
め
て
、
遅
滞
な
く
連
邦
公
文
書
館
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
公
的
機
関
は
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
目
的
拘
束
の
範
囲
内
に
お
け
る
そ
の
業
務
の
遂
行
の

た
め
に
文
書
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
当
該
文
書
の
複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
任
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
の
個
別
の
場
合
に
お

い
て
〔
当
該
文
書
原
本
が
〕
必
要
不
可
欠
と
な
る
場
合
に
限
り
、
文
書
原
本
を
〔
当
該
公
的
機
関
の
〕
保
存
文
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
要
請
に
基
づ
き
、
複
製
物
を
連
邦
公
文
書
館
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
連
邦
及
び
ラ
ン
ト
の
情
報
機
関
は
、
デ
ー
タ
主
体
に
関
す
る
文
書
の
全
部
を
、
そ
の
代
替
文
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
連
邦
公
文

書
館
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
九
条 （
非
公
的
機
関
の
引
渡
し
義
務
）

（
１
） 

す
べ
て
の
自
然
人
及
び
そ
の
他
の
非
公
的
機
関
は
、
国
家
保
安
機
関
の
文
書
が
当
該
自
然
人
又
は
そ
の
他
の
非
公
的
機
関
の
所
有
に
属
す

る
も
の
で
な
い
限
り
、
連
邦
公
文
書
館
の
要
請
に
基
づ
き
、
遅
滞
な
く
、
当
該
文
書
を
連
邦
公
文
書
館
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
当

該
文
書
が
〕
そ
の
所
有
に
属
す
る
こ
と
の
証
明
責
任
は
、
当
該
自
然
人
又
は
そ
の
他
の
非
公
的
機
関
が
負
う
も
の
と
す
る
。
文
書
が
当
該
自
然
人

又
は
そ
の
他
の
非
公
的
機
関
が
自
ら
作
成
し
た
も
の
と
し
て
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
自
然
人
又
は
そ
の
他
の
非
公
的

機
関
の
所
有
に
属
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。

（
２
）
文
書
が
連
邦
公
文
書
館
に
引
き
渡
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
写
し
そ
の
他
の
複
製
物
も
、
連
邦
公
文
書
館
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
す
べ
て
の
自
然
人
及
び
そ
の
他
の
非
公
的
機
関
は
、
連
邦
公
文
書
館
の
要
請
に
基
づ
き
、
そ
の
所
有
に
属
す
る
国
家
保
安
機
関
の
文
書
を
、

写
し
、
謄
写
又
は
そ
の
他
の
複
製
物
の
作
成
の
た
め
に
連
邦
公
文
書
館
に
寄
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
十
条
（
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
並
び
に
そ
れ
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
政
党
及
び
大
衆
組
織
の
文
書
、
並
び
に
国
家
保
安
機
関
に
関
す
る
そ
の

他
の
文
書
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
並
び
に
そ
れ
に
関
連
す
る
旧
ド
イ
ツ
民

主
共
和
国
の
他
の
政
党
及
び
大
衆
組
織
の
文
書
の
種
類
、
内
容
及
び
保
存
場
所
に
つ
い
て
、
所
管
の
機
関
か
ら
の
報
告
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
２
）
連
邦
公
文
書
館
は
、〔
前
項
に
規
定
す
る
〕
文
書
の
閲
覧
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
連
邦
公
文
書
館
は
、
そ
の
必
要
と
す
る
文
書

の
探
索
に
つ
い
て
の
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
３
）
国
家
保
安
機
関
の
活
動
に
関
連
し
、か
つ
、こ
の
法
律
に
基
づ
く
〔
連
邦
公
文
書
館
の
〕
任
務
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
文
書
の
複
製
物
は
、

連
邦
公
文
書
館
の
要
請
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
連
邦
公
文
書
館
に
対
し
て
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
複
製
物
は
、
第
六
条
第
一
項
の
定
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め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
書
の
構
成
部
分
と
な
る
。

（
４
）
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
他
の
公
的
又
は
非
公
的
機
関
と
国
家
保
安
機
関
と
の
間
に
お
い
て
、
国

家
保
安
機
関
の
指
令
に
よ
り
、又
は
そ
の
要
求
若
し
く
は
指
示
の
実
施
の
た
め
に
生
じ
た
協
力
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
文
書
に
、

こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
第
十
一
条
（
連
邦
公
文
書
館
に
よ
る
他
の
官
庁
の
文
書
の
返
却
及
び
引
き
渡
し
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
保
存
す
る
他
の
官
庁
の
文
書
で
あ
っ
て
、
国
家
保
安
機
関
の
と
っ
た
措
置
、
又
は
指
示
を
示

す
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
が
見
当
た
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
所
管
の
官
庁
に

返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
．
要
請
が
あ
る
と
き
、
又
は

２
．
そ
の
任
務
の
遂
行
に
際
し
て
当
該
文
書
の
存
在
を
認
め
た
と
き
。

連
邦
公
文
書
館
は
、
そ
の
文
書
の
複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
機
密
等
級
に
お
い
て
秘
密
以
上
の
指
定
   7
が
な
さ
れ
た
連
邦
及
び
ラ
ン
ト
の
文
書
並
び
に
そ
れ
ら
の
情
報
機
関
の
文

書
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
存
し
て
い
る
も
の
を
、
連
邦
内
務
大
臣
及
び
所
管
の
ラ
ン
ト
官
庁
に
対
し
て
引
き
渡
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
公
文
書
館
は
、
そ
の
文
書
の
複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
政
府
間
又
は
国
際
組
織
及
び
外
国
国
家
の
文
書
で

あ
っ
て
、
機
密
等
級
に
お
い
て
秘
以
上
の
指
定
が
な
さ
れ
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
国
際
条
約
に
基
づ
い
て
不
正
な
知
得
か
ら
保
護
す
る
義
務
を

負
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
機
密
保
全
の
権
限
を
有
す
る
国
家
保
安
の
所
管
官
庁
で
あ
る
連
邦
内
務
大
臣
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
連
邦
公
文
書
館
が
保
存
す
る
文
書
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
体
又
は
一
部
が
国
家
保
安
機
関
を
構
成
し
又

は
関
連
し
て
い
た
企
業
の
施
設
、
技
術
体
系
お
よ
び
そ
の
敷
地
に
お
け
る
環
境
負
荷
に
関
す
る
文
書
は
、
請
求
に
基
づ
き
、
現
に
当
該
事
項
を
処
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理
す
る
権
限
を
有
す
る
者
に
対
し
て
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
公
文
書
館
は
、
そ
の
文
書
の
複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
存
す
る
文
書
で
あ
っ
て
、
物
件
そ
の
他
の
物
品
、
と
り
わ
け
見
取
図
面
、
配

電
及
び
電
話
回
線
の
図
面
を
、
現
に
そ
れ
ら
を
処
理
す
る
権
限
を
有
す
る
者
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
公
文
書
館
は
、
そ
の
文
書

の
複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）
国
家
保
安
機
関
の
常
勤
の
職
員
で
あ
っ
た
者
が
公
務
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
又
は
継
続
し
て
公
務
員
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
連
邦
公
文
書
館
が
そ
の
者
に
つ
い
て
保
存
す
る
人
事
文
書
は
、
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
所
管
の
人
事
記
録
の

管
理
を
行
う
機
関
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
公
文
書
館
は
、
そ
の
文
書
の
複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
６
）
国
家
保
安
機
関
の
職
員
で
あ
っ
た
者
が
年
金
受
給
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
連
邦
公
文
書
館
が
そ
の
者
に

つ
い
て
保
管
す
る
人
事
記
録
を
、
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
年
金
支
給
主
体
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
公
文
書
館
は
、
そ
の
文
書
の

複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
７
）
連
邦
公
文
書
館
法
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
よ
る
文
書
の
提
供
お
よ
び
引
渡
し
に
関
す
る
定
め
は
、
影
響
を
受
け
な
い
。

第
三
章　

国
家
保
安
機
関
の
文
書
の
使
用

第
一
節　

デ
ー
タ
主
体
、
第
三
者
、
国
家
保
安
機
関
の
職
員
及
び
受
益
者
の
権
利

第
十
二
条
（
デ
ー
タ
主
体
、
第
三
者
、
国
家
保
安
機
関
の
職
員
及
び
受
益
者
に
関
す
る
手
続
規
定
）

（
１
）
情
報
の
告
知
、文
書
の
閲
覧
又
は
文
書
の
引
渡
し
の
申
請
は
、書
面
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
請
者
は
、

公
的
ま
た
は
公
証
人
に
よ
る
確
認
証
に
よ
っ
て
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
代
理
人
と
し
て
申
請
を
行
う
と
き

は
、
そ
の
代
理
権
の
存
在
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
身
分
証
明
は
、
有
効
な
身
分
証
明
書
若
し
く
は
旅
券
を
提
示
し
、
又
は
こ
れ
ら
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の
書
類
の
公
的
若
し
く
は
公
証
人
に
よ
る
認
証
を
受
け
た
写
し
を
送
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。申
請
が
、代
理
人
に
よ
っ

て
代
理
権
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
な
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
代
理
人
に
対
し
て
情
報
の
告
知
、
文
書
の
閲
覧
の
許
可
及
び
文
書
の
引
渡
し
を

行
う
も
の
と
す
る
。

１
．
デ
ー
タ
主
体
、
第
三
者
、〔
国
家
保
安
機
関
の
〕
職
員
、
受
益
者
又
は

２
．
明
示
的
に
代
理
権
が
授
与
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
弁
護
士
。

文
書
の
閲
覧
を
認
め
ら
れ
た
者
が
、
外
部
の
助
力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
信
任
す
る
者
を
同
伴
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
助
力
の
必
要
は
、
根
拠
を
示
し
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
公
文
書
館
は
、
特
段
の
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
と
き
は
、

同
伴
者
を
認
め
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
連
邦
公
文
書
館
は
、他
の
形
式
に
よ
る
情
報
の
告
知
が
適
切
で
あ
る
と
き
を
除
き
、こ
の
告
知
を
書
面
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
〔
告
知
の
形
式
の
〕
決
定
は
、
連
邦
公
文
書
館
の
任
務
上
の
裁
量
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
３
）
情
報
の
告
知
の
申
請
の
優
先
的
な
処
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
段
の
緊
急
の
必
要
性
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
緊
急
の
必

要
性
は
、
法
的
地
位
の
回
復
、
賠
償
、
個
人
権
の
侵
害
の
恐
れ
に
対
す
る
防
御
又
は
国
家
保
安
機
関
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
の
告
発
か
ら
の
免

責
の
た
め
に
情
報
が
必
要
な
場
合
に
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
文
書
の
閲
覧
は
、
文
書
の
原
本
又
は
複
製
物
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。
文
書
に
、
当
該
申
請
者
の
個
人
情
報
に
加
え
て

他
の
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
原
本
の
閲
覧
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
き
に
限
り
、
こ
れ
を
認
め
る

も
の
と
す
る
。

１
．
他
の
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
同
意
が
あ
る
と
き
、
又
は

２
．
他
の
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
に
関
す
る
情
報
を
分
離
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
か
、
又
は
不
合
理
な
負
担
を
伴
っ
て
の
み
可
能
で
あ
っ

て
、
か
つ
、
他
の
デ
ー
タ
主
体
ま
た
は
第
三
者
の
保
護
す
べ
き
秘
密
保
持
に
関
す
る
利
益
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
め
る
理
由
が
な
い
と
き
。
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こ
れ
に
該
当
し
な
い
と
き
は
、
他
の
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
に
関
す
る
個
人
情
報
が
匿
名
化
さ
れ
た
複
製
物
の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

閲
覧
は
、〔
連
邦
公
文
書
館
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
館
の
〕
全
て
の
所
在
地
に
お
い
て
又
は
電
子
化
さ
れ
た
形
式
に
よ
っ
て
、こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
５
）
文
書
は
、
他
の
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
に
関
す
る
個
人
情
報
が
匿
名
化
さ
れ
た
複
製
物
と
し
て
の
み
、
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
６
）
閲
覧
お
よ
び
引
き
渡
し
の
権
利
は
、
評
価
に
必
要
な
補
助
資
料
（
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ｃ
）
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
他
の
文
書
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
又
は
不
合
理
な
負
担
を
伴
っ
て
の
み
発
見
し
う
る
と
き
に
お
い
て
は
、
閲
覧
お
よ
び
引
渡
し
の
権
利
は
、
当
該
文
書
の

評
価
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
当
該
申
請
者
の
個
人
情
報
を
含
む
検
索
カ
ー
ド
の
複
製
物
に
も
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

　
第
十
三
条
（
デ
ー
タ
主
体
及
び
第
三
者
の
情
報
の
告
知
、
閲
覧
及
び
引
渡
し
の
権
利
）

（
１
）
デ
ー
タ
主
体
は
、
そ
の
申
請
に
基
づ
き
、
そ
の
者
に
つ
い
て
の
、
利
用
可
能
と
さ
れ
か
つ
編
纂
さ
れ
た
文
書
に
関
す
る
情
報
の
告
知
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
申
請
に
は
、
文
書
の
検
索
を
可
能
に
す
る
た
め
の
事
項
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
告
知
を
請

求
す
る
目
的
の
記
載
は
、
こ
れ
を
要
し
な
い
。

（
２
）
こ
の
告
知
に
は
、
デ
ー
タ
主
体
個
人
に
つ
い
て
利
用
可
能
と
さ
れ
、
か
つ
編
纂
さ
れ
た
文
書
に
関
す
る
記
載
及
び
そ
の
内
容
の
重
要
部
分

の
複
製
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
情
報
の
告
知
の
最
初
に
お
い
て
は
、
文
書
が
利
用
可
能
で
あ
る
か
否
か
、
及
び
、
デ
ー
タ
主
体

が
こ
の
文
書
を
閲
覧
し
う
る
か
否
か
の
通
知
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
デ
ー
タ
主
体
は
、
そ
の
申
請
に
基
づ
き
、
そ
の
者
に
つ
い
て
の
、
利
用
可
能
と
さ
れ
か
つ
編
纂
さ
れ
た
文
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
デ
ー
タ
主
体
は
、
そ
の
申
請
に
基
づ
き
、
文
書
の
複
製
物
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
複
製
物
に
お
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ

主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
は
、
匿
名
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
５
）
デ
ー
タ
主
体
に
つ
い
て
の
、
利
用
可
能
と
さ
れ
か
つ
編
纂
さ
れ
た
文
書
で
あ
っ
て
、
当
該
デ
ー
タ
主
体
が
閲
覧
を
認
め
ら
れ
、
又
は
複
製

物
が
交
付
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
デ
ー
タ
主
体
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
利
用
し
、
又
は
そ
の
〔
非
公
式
〕
協
力
者
に
対
す
る
指
示
を
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行
っ
た
国
家
保
安
機
関
の
職
員
の
暗
号
名
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
デ
ー
タ
主
体
に
対
し
て
、
そ
の
請
求
に
基
づ
き
、
国
家
保
安
機
関
の

文
書
か
ら
明
ら
か
に
推
測
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、当
該
職
員
の
氏
名
及
び
そ
の
他
の
識
別
の
た
め
の
情
報
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
文

書
に
含
ま
れ
る
国
家
保
安
機
関
に
対
す
る
〕
密
告
の
内
容
が
当
該
デ
ー
タ
主
体
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
は
、
当
該

デ
ー
タ
主
体
に
つ
い
て
書
面
に
よ
る
密
告
を
行
っ
て
い
た
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
も
適
用
す
る
。
職
員
及
び
密
告
者
の
氏
名
を
秘
匿
さ
れ
る
利
益

は
、
そ
の
氏
名
の
開
示
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
６
）
第
五
項
第
一
文
及
び
第
二
文
は
、
国
家
保
安
機
関
の
職
員
ま
た
は
密
告
者
が
、
当
該
デ
ー
タ
主
体
に
対
す
る
活
動
の
時
点
で
年
齢
十
八
歳

に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

（
７
）
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
申
請
者
が
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件

の
下
で
、
第
三
者
に
つ
い
て
も
準
用
す
る
。
情
報
の
告
知
は
、
情
報
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
と
し
て
申
請
者
が
主
張
す
る
も
の
に
対
し
て
、
必

要
と
な
る
負
担
が
合
理
的
で
な
い
と
は
言
え
な
い
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
第
十
四
条
（
削
除
）   8 

第
十
五
条
（
行
方
不
明
者
又
は
被
殺
害
者
の
近
親
者
の
情
報
の
告
知
、
閲
覧
及
び
引
渡
し
の
権
利
）

（
１
）
近
親
者
は
、
申
請
に
よ
り
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
目
的
の
た
め
に
、
情
報
の
告
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
行
方
不
明
又
は
被
殺
害
者
の
法
的
地
位
の
回
復
の
た
め
、

２
．
行
方
不
明
又
は
被
殺
害
者
の
個
人
権
の
保
護
の
た
め
、
と
り
わ
け
国
家
保
安
機
関
と
の
協
力
関
係
に
関
す
る
疑
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

３
．
行
方
不
明
又
は
殺
害
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
。

第
三
項
に
規
定
す
る
近
親
者
は
、
第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
他
の
正
当
な
利
益
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
明
ら
か
に
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し
、
か
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
護
に
値
す
る
優
越
的
利
益
が
損
な
わ
れ
る
の
で
な
い
と
き
に
お
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
、
情
報
の
告
知
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
第
一
文
又
は
第
二
文
に
基
づ
く
申
請
に
お
い
て
は
、〔
近
親
者
は
、〕
情
報
の
告
知
を
求
め
る
こ
と
の
目
的
の
根
拠
を
示
し
て
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
行
方
不
明
者
又
は
被
殺
害
者
と
の
関
係
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
第
十
三
条
第
一
項
第
二
文
及
び
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
は
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

（
３
）〔
第
一
項
に
規
定
す
る
〕
近
親
者
と
は
、
配
偶
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、
子
、
孫
、
両
親
及
び
兄
弟
姉
妹
を
い
う
。
生
物
学
上
の
父
母
に
関
し
て
、

国
家
保
安
機
関
が
養
子
縁
組
の
経
緯
又
は
生
物
学
上
の
父
母
の
身
上
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
完
全
に
否
定
さ
れ
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
養
子
及
び
養
子
の
生
物
学
上
の
父
母
も
、
こ
れ
を
近
親
者
で
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

（
４
） 

三
親
等
以
内
の
親
族
が
、
第
三
項
に
規
定
す
る
近
親
者
が
い
な
い
こ
と
を
根
拠
を
示
し
て
明
ら
か
に
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
近
親
者
で
あ

る
も
の
と
み
な
す
。

（
５
）
第
一
項
の
規
定
は
、
行
方
不
明
者
又
は
被
殺
害
者
が
他
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る
方
法
を
残
し
、
又
は
他
の
状
況
か
ら
こ
れ
に
反
す
る
意
思

を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

　
第
十
六
条
（
国
家
保
安
機
関
の
職
員
の
情
報
の
告
知
、
閲
覧
及
び
引
渡
し
の
権
利
）

（
１
）
国
家
保
安
機
関
の
職
員
は
、
申
請
に
よ
り
、
そ
の
者
に
つ
い
て
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
に
含
ま
れ
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
の
告
知
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
前
項
の
告
知
に
は
更
に
、
活
動
の
種
類
と
範
囲
、
報
告
対
象
者
の
範
囲
、
報
告
実
施
の
頻
度
に
つ
い
て
の
記
載
も
、
こ
れ
に
含
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
３
）〔
国
家
保
安
機
関
の
〕
職
員
に
対
し
て
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
そ
の
者
に
つ
い
て
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
の
閲
覧
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
二
条
第
四
項
第
二
文
第
二
号
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
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（
４
）〔
国
家
保
安
機
関
の
〕
職
員
は
、
法
的
利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
示
し
て
明
ら
か
に
し
た
と
き
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
そ
の
作
成
し

た
報
告
書
に
つ
い
て
の
情
報
の
告
知
を
受
け
、
及
び
、
当
該
報
告
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
デ
ー
タ
主
体
ま
た
は
第
三
者
の
秘

密
保
持
の
た
め
の
正
当
な
利
益
が
こ
れ
に
優
先
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
５
）〔
国
家
保
安
機
関
の
〕
職
員
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
そ
の
者
に
つ
い
て
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
の
複
製
物
の
引
渡
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
複
製
物
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
は
、
匿
名
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
十
七
条
（
受
益
者
の
情
報
の
告
知
、
閲
覧
及
び
引
渡
し
の
権
利
）

（
１
）
第
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
受
益
者
の
情
報
の
告
知
、
文
書
の
閲
覧
及
び
文
書
引
渡
し
の
権
利
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
準
用
す
る
。

（
２
）
受
益
者
は
、
情
報
の
検
索
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
有
す
る
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
第
一
項
の
規
定
は
、
権
限
を
有
す
る
連
邦
最
高
官
庁
又
は
ラ
ン
ト
官
庁
が
、
連
邦
公
文
書
館
に
対
し
て
、
情
報
の
告
知
、
文
書
の
閲
覧
の

許
可
又
は
文
書
の
引
渡
し
を
、
重
要
な
公
共
の
利
害
の
た
め
に
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
る
旨
を
宣
言
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

　
第
十
八
条
（
国
家
保
安
機
関
に
引
き
渡
さ
れ
た
裁
判
所
及
び
検
察
庁
の
資
料
の
情
報
の
告
知
、
閲
覧
及
び
引
渡
し
の
権
利
）

こ
の
法
律
に
基
づ
き
連
邦
公
文
書
館
が
保
存
す
る
裁
判
所
お
よ
び
検
察
庁
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
情
報
の
告
知
並
び
に
文
書
の
閲
覧
及
び

文
書
の
引
渡
し
に
つ
い
て
、
第
十
二
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
及
び
第
四
十
三
条
に
代
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
で
定
め
る
手
続
規
定
を
適
用
す
る
。

第
二
節　

公
的
機
関
及
び
非
公
的
機
関
に
よ
る
国
家
保
安
機
関
文
書
の
使
用
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第
十
九
条
（
公
的
機
関
お
よ
び
非
公
的
機
関
に
よ
る
文
書
の
使
用
請
求
、
手
続
規
定
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
使
用
に
供
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
公
的
機
関
及
び
非
公
的
機
関
に
対
し
て
情
報
の
通
知
を
行
い
、
閲
覧
を
認
め
、
及
び
文
書
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
第
二
十
条
第
一
項
第
六
号
ｃ
か
ら
ｈ
ま
で
、
同
項
第
七
号
ｂ
か
ら
ｆ
ま
で
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
ｃ
か
ら
ｈ
ま
で
及
び
同

項
第
七
号
ｂ
か
ら
ｆ
ま
で
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
一
九
七
五
年
十
二
月
三
十
一
日
以
降
に
国
家
保
安
機
関
又
は
外
国
の
諜
報
機
関
の
た
め
の

非
公
式
の
活
動
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
が
な
い
と
き
は
、
通
知
、
閲
覧
承
認
及
び
引
渡
し
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
第
二
文

は
、〔
国
家
保
安
機
関
又
は
外
国
情
報
機
関
の
〕
職
員
が
非
公
式
の
活
動
に
関
連
し
て
罪
を
犯
し
、
又
は
人
間
の
尊
厳
及
び
法
治
国
の
諸
原
則
に

違
反
し
た
こ
と
を
示
す
根
拠
が
文
書
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

（
２
）〔
文
書
使
用
の
〕
請
求
は
、
任
務
を
遂
行
す
る
責
任
の
あ
る
公
的
機
関
が
連
邦
公
文
書
館
に
対
し
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
非
公
的

機
関
を
代
表
し
て
請
求
を
行
う
者
は
、
そ
の
法
的
根
拠
を
示
し
て
、
そ
の
請
求
を
行
う
権
限
を
書
面
で
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
情
報
の
通
知
、
閲
覧
又
は
引
渡
し
の
請
求
に
つ
い
て
、
許
容
さ
れ
る
使
用
目
的
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
、
受
領
者

の
職
務
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
か
、
及
び
、〔
請
求
に
お
い
て
〕
示
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
使
用
が
い
か
な
る
程
度
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
か

に
つ
い
て
、
審
査
を
行
う
。
裁
判
所
、
検
察
庁
及
び
検
察
庁
の
補
助
機
関
と
し
て
活
動
す
る
限
り
に
お
け
る
警
察
官
庁
に
よ
る
請
求
に
つ
い
て
は
、

連
邦
公
文
書
館
は
、
そ
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
限
り
に
お
い
て
は
、
適
法
性
の
み
に
つ
い
て
の
審
査
を
行
う
。

（
４
）
連
邦
公
文
書
館
は
、他
の
形
式
に
よ
る
情
報
の
通
知
が
適
切
で
あ
る
と
き
を
除
き
、こ
の
通
知
を
書
面
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
〔
通
知
の
形
式
の
〕
決
定
は
、
連
邦
公
文
書
館
の
任
務
上
の
裁
量
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
５
）
情
報
の
通
知
の
請
求
の
優
先
的
な
処
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
段
の
緊
急
の
必
要
性
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
緊
急
の
必

要
性
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。

１
．
地
位
の
回
復
、
賠
償
、
人
格
権
侵
害
の
危
険
に
対
す
る
防
御
、
ま
た
は
国
家
保
安
機
関
に
対
す
る
協
力
の
嫌
疑
を
晴
ら
す
目
的
で
、
当
該
通
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知
が
必
要
で
あ
る
と
き
。

２
．
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
及
び
そ
の
領
土
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
旧
法
的
主
体
の
財
産
、
並
び
に
〔
計
画
経
済
下
の
〕
商
業
の
調
整
に
組
み
込

ま
れ
た
財
産
を
明
確
化
し
、
把
握
し
、
保
全
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
き
。

３
．
第
二
十
条
第
一
項
第
六
号
、
第
七
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
、
並
び
に
第
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
定
め
る
個
人

の
審
査
に
必
要
で
あ
る
と
き
。

４
．
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
文
第
一
号
ａ
及
び
ｂ
並
び
に
同
項
第
二
号
に
定
め
る
刑
事
訴
追
お
よ
び
危
険
防
御
に
必
要
で
あ
る
と
き
。

（
６
）
閲
覧
は
、
情
報
の
通
知
で
は
〔
目
的
の
た
め
に
〕
十
分
で
な
い
場
合
に
、
こ
れ
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
は
、

申
請
者
を
請
求
機
関
と
読
み
替
え
た
上
で
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

（
７
）
文
書
は
、
請
求
機
関
が
、
通
知
及
び
閲
覧
で
は
〔
目
的
の
た
め
に
〕
十
分
で
は
な
く
、
又
は
閲
覧
が
不
合
理
な
負
担
を
伴
う
も
の
で
あ
る

こ
と
を
立
証
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
引
き
渡
す
も
の
と
す
る
。
文
書
の
原
本
は
、
そ
れ
が
立
証
の
目
的
に
特
段
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
こ

れ
を
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
文
書
は
、
使
用
の
目
的
の
た
め
に
も
は
や
必
要
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
連
邦
公
文
書
館
に
返
却
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
文
書
が
請
求
に
関
係
す
る
個
人
の
個
人
情
報
以
外
に
他
の
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
を
含
む
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
第
十
二
条
第
四
項
第
二
文
及
び
第
三
文
を
準
用
す
る
。

（
８
）
第
二
十
条
第
一
項
第
六
号
、
第
七
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
並
び
に
第
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
定
め
る
場
合

に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
情
報
の
通
知
、
閲
覧
ま
た
は
引
渡
し
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

１
．
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
軍
隊
に
お
け
る
法
律
で
定
め
ら
れ
た
兵
役
又
は
国
家
保
安
省
以
外
で
の
兵
役
に
相
当
す
る
役
務
の
履
行
中
の
活
動

に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
そ
の
〔
履
行
の
〕
過
程
で
個
人
情
報
が
提
供
さ
れ
ず
、
か
つ
、
役
務
の
終
了
後
に
活
動
が
継
続
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
、

又
は
、

２
．
編
纂
さ
れ
た
文
書
の
内
容
か
ら
、〔
国
家
保
安
機
関
へ
の
〕
協
力
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
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こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
。

第
三
項
第
一
文
は
、
影
響
を
受
け
な
い
。

　
第
二
十
条
（
公
的
機
関
及
び
非
公
的
機
関
に
よ
る
デ
ー
タ
主
体
ま
た
は
第
三
者
の
個
人
情
報
を
含
ま
な
い
文
書
の
使
用
）

（
１
）
文
書
は
、
そ
れ
が
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
を
含
ん
で
い
な
い
限
り
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
目
的
の
た
め
に
必
要

な
範
囲
に
お
い
て
、
公
的
機
関
及
び
非
公
的
機
関
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
デ
ー
タ
主
体
、
行
方
不
明
者
及
び
被
殺
害
者
の
法
的
地
位
の
回
復
、
賠
償
、
被
収
容
者
支
援
法
に
基
づ
く
給
付
の
た
め
、

２
．
人
格
権
の
保
護
の
た
め
、

３
．
行
方
不
明
者
及
び
原
因
不
明
の
死
亡
者
に
つ
い
て
の
経
緯
の
究
明
の
た
め
、

４
．
年
金
資
格
停
止
法
に
基
づ
く
年
金
給
付
の
停
止
及
び
同
法
が
準
用
さ
れ
る
給
付
の
減
額
、
撤
回
又
は
停
止
の
た
め
、

５
．
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
及
び
そ
の
領
域
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
旧
法
人
の
財
産
、
商
業
調
整
領
域
に
譲
渡
さ
れ
た
財
産
の
究
明
、
差
押
え
並

び
に
保
全
の
た
め
、

６
．
国
家
保
安
機
関
の
た
め
に
常
勤
又
は
非
公
式
に
活
動
を
行
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
個
人
の
審
査
に
関
す
る
規
定
に
基
づ
き
、
文

書
に
含
ま
れ
る
知
見
に
依
拠
し
て
、
以
下
に
掲
げ
る
者
の
審
査
を
行
う
た
め
。
た
だ
し
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安
機
関
の

た
め
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
。

ａ
．
連
邦
政
府
ま
た
は
ラ
ン
ト
政
府
の
構
成
員
、
及
び
そ
の
他
公
法
上
の
職
務
関
係
に
あ
る
者
、

ｂ
．
議
員
、
地
方
議
会
の
議
員
、
地
方
自
治
体
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
吏
員
及
び
名
誉
職
の
市
長
、
並
び
に
市
町
村
に
お
け
る
代
表
者

に
準
じ
る
地
位
に
あ
る
者
、

ｃ
．
官
吏
で
あ
っ
て
、
任
意
に
一
時
的
に
退
官
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
者
、
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
機
能
を
担
う
職
員
、
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ｄ
．
公
的
機
関
の
職
員
で
あ
っ
て
、
Ａ
九
級
・
俸
給
表
Ｅ
九
等
級
又
は
そ
れ
以
上
の
級
・
俸
給
等
級
に
属
す
る
者
で
、
第
七
号
に
定
め
る
場
合

を
除
き
管
理
的
権
限
を
行
使
す
る
者
、
並
び
に
、
公
的
機
関
が
出
資
額
に
お
け
る
絶
対
多
数
を
占
め
、
又
は
公
的
議
決
権
の
絶
対
多
数
を
保
有

す
る
機
関
に
お
い
て
は
、
公
的
機
関
が
指
名
す
る
代
表
組
織
及
び
監
査
組
織
の
構
成
員
。
さ
ら
に
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
国
家
保
安
省
の

た
め
の
常
勤
ま
た
は
非
公
式
で
の
活
動
が
疑
わ
れ
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
公
務
に
従
事
す
る
全
て
の
職
員
を
審
査
の
対
象
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ｅ
．
職
業
裁
判
官
及
び
名
誉
裁
判
官
、

ｆ
．
Ａ
十
三
級
又
は
そ
れ
以
上
の
職
位
に
あ
る
軍
人
で
あ
っ
て
管
理
的
権
限
を
行
使
す
る
者
、
並
び
に
幕
僚
将
校
で
あ
っ
て
、
国
内
外
を
問
わ

ず
多
方
面
に
お
い
て
、
又
は
駐
在
武
官
若
し
く
は
そ
の
他
の
国
外
の
職
務
に
お
い
て
、
対
外
的
に
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
職
位
に
配
属
さ
れ

た
者
、

ℊ
．
ド
イ
ツ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
、
そ
の
傘
下
組
織
及
び
オ
リ
ン
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
の
理
事
会
及
び
執
行
委
員
会
の
構
成
員
並
び
に
指

導
的
地
位
に
あ
る
職
員
、
国
際
機
構
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
者
及
び
ド
イ
ツ
代
表
チ
ー
ム
の
構
成
員
に
対
す
る
ト
レ
ー
ナ
ー
や

監
督
責
任
者
、

ｈ
．
ａ
か
ら
ｇ
ま
で
に
当
て
は
ま
る
役
職
、
職
務
及
び
採
用
に
応
募
す
る
者
。

た
だ
し
、
判
定
は
外
国
の
情
報
機
関
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
．
国
家
保
安
機
関
の
た
め
に
常
勤
又
は
非
公
式
に
活
動
を
行
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
個
人
の
審
査
に
関
す
る
規
定
に
基
づ
き
、
文

書
に
含
ま
れ
る
知
見
に
依
拠
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
の
審
査
を
行
う
た
め
。
た
だ
し
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安
機
関
の
た

め
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
。

ａ
．
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
独
裁
犠
牲
者
の
た
め
の
連
邦
全
権
委
託
委
員
、
及
び
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
ド
イ
ツ
社
会
主

義
統
一
党
独
裁
犠
牲
者
の
た
め
の
連
邦
全
権
委
託
委
員
の
下
に
置
か
れ
る
職
員
、
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ｂ
．
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
独
裁
及
び
共
産
主
義
的
独
裁
の
結
果
の
検
証
の
た
め
の
ラ
ン
ト
全
権
受
任
官
及
び
そ
の
職
員
、

ｃ
．
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
諮
問
委
員
会
の
委
員
及
び
連
邦
公
文
書
館
の
職
員
、
た
だ
し
、
そ
の
者
が
担
任
す
る
任
務
又
は
そ
の
実
際
に
遂

行
す
る
職
務
の
範
囲
に
お
い
て
国
家
保
安
機
関
文
書
を
取
り
扱
う
場
合
に
限
る
、

ｄ
．
刑
事
法
上
、
行
政
法
上
並
び
に
職
業
上
の
名
誉
回
復
法
に
基
づ
く
申
請
書
の
処
理
に
従
事
す
る
公
的
機
関
の
職
員
で
あ
る
者
、

ｅ
．
国
家
保
安
機
関
又
は
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
若
し
く
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
占
領
地
域
に
お
け
る
支
配
機
構
の
活
動
の
検
証
に
関
わ
る
そ
の
他
の

機
関
の
職
員
、
名
誉
職
従
事
者
及
び
委
員
会
の
構
成
員
、

ｆ
．
前
号
ま
で
に
当
て
は
ま
る
役
職
、
職
務
及
び
採
用
に
応
募
す
る
者
。

た
だ
し
、
判
定
は
外
国
の
情
報
機
関
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
．
武
器
法
、
連
邦
狩
猟
法
、
火
薬
物
法
、
戦
争
兵
器
取
締
法
及
び
外
国
貿
易
法
に
基
づ
く
免
許
の
付
与
又
は
撤
回
の
手
続
の
た
め
、
た
だ
し
、

当
該
文
書
が
国
家
保
安
機
関
の
職
員
で
あ
っ
た
者
の
個
人
的
な
信
頼
性
の
根
拠
を
示
す
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

９
．
国
家
保
安
機
関
の
職
員
で
あ
っ
た
者
の
在
職
期
間
の
認
定
、
年
金
の
支
給
及
び
移
管
の
た
め
、

10
．
叙
勲
に
関
す
る
事
項
の
た
め
、

11
．
国
家
保
安
機
関
の
た
め
に
常
勤
又
は
非
公
式
に
活
動
を
行
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
連
邦
お
よ
び
ラ
ン
ト
の
保
安
審
査
法
に
基
づ

き
、
文
書
に
含
ま
れ
る
知
見
に
依
拠
し
て
、
個
人
に
対
す
る
保
安
審
査
を
行
う
た
め
。
た
だ
し
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安

機
関
の
た
め
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
。
判
定
は
外
国
の
情
報
機
関
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

12
．
国
家
保
安
機
関
の
た
め
に
常
勤
又
は
非
公
式
に
活
動
を
行
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
航
空
保
安
法
第
七
条
、
原
子
力
法
第
十
二
ｂ

条
第
二
項
第
三
文
、
並
び
に
原
子
力
法
に
基
づ
く
信
頼
性
審
査
令
第
五
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
条
第
三
項
第
三
号
に
基
づ
き
、
文
書
に
含
ま

れ
る
知
見
に
依
拠
し
て
、
個
人
に
対
す
る
信
頼
性
審
査
を
行
う
た
め
。
た
だ
し
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安
機
関
の
た
め
の
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活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
。
判
定
は
外
国
の
情
報
機
関
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
第
二
十
六
条
の
規
定
は
、
影
響
を
受
け
な
い
。

（
３
）
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
目
的
の
た
め
の
使
用
は
、
二
〇
三
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
以
降
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
も
の
と
す
る
。

そ
れ
以
前
の
審
査
に
関
連
し
て
請
求
を
行
っ
た
官
庁
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
告
知
及
び
通
知
に
関
す
る
文
書
は
、
連
邦
公
文
書
館
、
管
轄
の
ラ

ン
ト
公
文
書
館
若
し
く
は
自
治
体
公
文
書
館
、
又
は
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
員
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
文
書

館
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
（
公
的
機
関
お
よ
び
非
公
的
機
関
に
よ
る
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
を
含
む
文
書
の
使
用
）

（
１
）
文
書
は
、
そ
れ
が
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
を
含
ん
で
い
る
限
り
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
目
的
の
た
め
に
必
要
な

範
囲
に
お
い
て
、
公
的
機
関
及
び
非
公
的
機
関
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
デ
ー
タ
主
体
、
行
方
不
明
者
及
び
被
殺
害
者
の
法
的
地
位
の
回
復
、
賠
償
、
被
収
容
者
支
援
法
に
基
づ
く
給
付
の
た
め
、

２
．
人
格
権
の
保
護
の
た
め
、

３
．
行
方
不
明
者
及
び
原
因
不
明
の
死
亡
者
に
つ
い
て
の
経
緯
の
究
明
の
た
め
、

４
．
年
金
資
格
停
止
法
に
基
づ
く
年
金
給
付
の
停
止
及
び
同
法
が
準
用
さ
れ
る
給
付
の
減
額
、
撤
回
又
は
停
止
の
た
め
、

５
．
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
及
び
そ
の
領
域
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
旧
法
人
の
財
産
、
商
業
調
整
領
域
に
譲
渡
さ
れ
た
財
産
の
究
明
、
差
押
え
並

び
に
保
全
の
た
め
、

６
．
国
家
保
安
機
関
の
た
め
に
常
勤
又
は
非
公
式
に
活
動
を
行
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
個
人
の
審
査
に
関
す
る
規
定
に
基
づ
き
、
文

書
に
含
ま
れ
る
知
見
に
依
拠
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
の
審
査
を
行
う
た
め
。
た
だ
し
、
こ
の
判
定
が
第
二
十
条
に
定
め
る
文
書
に
よ
っ
て
は
で
き

な
い
と
き
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安
機
関
の
た
め
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
。



41

　公文書管理の制度形成と人格権――シュタージ文書を例にとって

ａ
．
連
邦
政
府
ま
た
は
ラ
ン
ト
政
府
の
構
成
員
、
及
び
そ
の
他
公
法
上
の
職
務
関
係
に
あ
る
者
、

ｂ
．
議
員
、
地
方
議
会
の
議
員
、
地
方
自
治
体
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
吏
員
及
び
名
誉
職
の
市
長
、
並
び
に
市
町
村
に
お
け
る
代
表
者

に
準
じ
る
地
位
に
あ
る
者
、

ｃ
．
官
吏
で
あ
っ
て
、
任
意
に
一
時
的
に
退
官
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
者
、
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
機
能
を
担
う
職
員
、

ｄ
．
公
的
機
関
の
職
員
で
あ
っ
て
、
Ａ
九
級
・
俸
給
表
Ｅ
九
等
級
又
は
そ
れ
以
上
の
級
・
俸
給
等
級
に
属
す
る
者
で
、
第
七
号
に
定
め
る
場
合

を
除
き
管
理
的
権
限
を
行
使
す
る
者
、
並
び
に
、
公
的
機
関
が
出
資
額
に
お
け
る
絶
対
多
数
を
占
め
、
又
は
公
的
議
決
権
の
絶
対
多
数
を
保
有

す
る
機
関
に
お
い
て
は
、
公
的
機
関
が
指
名
す
る
代
表
組
織
及
び
監
査
組
織
の
構
成
員
。
さ
ら
に
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
国
家
保
安
省
の

た
め
の
常
勤
ま
た
は
非
公
式
で
の
活
動
が
疑
わ
れ
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
公
務
に
従
事
す
る
全
て
の
職
員
を
審
査
の
対
象
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ｅ
．
職
業
裁
判
官
及
び
名
誉
裁
判
官
、

ｆ
．
Ａ
十
三
級
又
は
そ
れ
以
上
の
職
位
に
あ
る
軍
人
で
あ
っ
て
管
理
的
権
限
を
行
使
す
る
者
、
並
び
に
幕
僚
将
校
で
あ
っ
て
、
国
内
外
を
問
わ

ず
多
方
面
に
お
い
て
、
又
は
駐
在
武
官
若
し
く
は
そ
の
他
の
国
外
の
職
務
に
お
い
て
、
対
外
的
に
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
職
位
に
配
属
さ
れ

た
者
、

ℊ
．
ド
イ
ツ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
、
そ
の
傘
下
組
織
及
び
オ
リ
ン
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
の
理
事
会
及
び
執
行
委
員
会
の
構
成
員
並
び
に
指

導
的
地
位
に
あ
る
職
員
、
国
際
機
構
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
者
及
び
ド
イ
ツ
代
表
チ
ー
ム
の
構
成
員
に
対
す
る
ト
レ
ー
ナ
ー
や

監
督
責
任
者
、

ｈ
．
ａ
か
ら
ｇ
ま
で
に
当
て
は
ま
る
役
職
、
職
務
及
び
採
用
に
応
募
す
る
者
。

た
だ
し
、
判
定
は
外
国
の
情
報
機
関
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
．
国
家
保
安
機
関
の
た
め
に
常
勤
又
は
非
公
式
に
活
動
を
行
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
個
人
の
審
査
に
関
す
る
規
定
に
基
づ
き
、
文
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書
に
含
ま
れ
る
知
見
に
依
拠
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
の
審
査
を
行
う
た
め
。
た
だ
し
、
こ
の
判
定
が
第
二
十
条
に
定
め
る
文
書
に
よ
っ
て
は
で
き

な
い
と
き
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安
機
関
の
た
め
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
。

ａ
．
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
独
裁
犠
牲
者
の
た
め
の
連
邦
全
権
委
託
委
員
、
及
び
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
ド
イ
ツ
社
会
主

義
統
一
党
独
裁
犠
牲
者
の
た
め
の
連
邦
全
権
委
託
委
員
の
下
に
置
か
れ
る
職
員
、

ｂ
．
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
独
裁
及
び
共
産
主
義
的
独
裁
の
結
果
の
検
証
の
た
め
の
ラ
ン
ト
全
権
受
任
官
及
び
ラ
ン
ト
全
権
受
任
庁
の
職
員
、

ｃ
．
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
諮
問
委
員
会
の
委
員
及
び
連
邦
公
文
書
館
の
職
員
、
た
だ
し
、
そ
の
者
が
担
任
す
る
任
務
又
は
そ
の
実
際
に
遂

行
す
る
職
務
の
範
囲
に
お
い
て
国
家
保
安
機
関
文
書
を
取
り
扱
う
場
合
に
限
る
、

ｄ
．
刑
事
法
上
、
行
政
法
上
並
び
に
職
業
上
の
名
誉
回
復
法
に
基
づ
く
申
請
書
の
処
理
に
従
事
す
る
公
的
機
関
の
職
員
で
あ
る
者
、

ｅ
．
国
家
保
安
機
関
又
は
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
若
し
く
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
占
領
地
域
に
お
け
る
支
配
機
構
の
活
動
の
検
証
に
関
わ
る
そ
の
他
の

機
関
の
職
員
、
名
誉
職
従
事
者
及
び
委
員
会
の
構
成
員
、

ｆ
．
前
号
ま
で
に
当
て
は
ま
る
役
職
、
職
務
及
び
採
用
に
応
募
す
る
者
。

た
だ
し
、
判
定
は
外
国
の
情
報
機
関
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
．
国
家
保
安
機
関
の
た
め
に
常
勤
又
は
非
公
式
に
活
動
を
行
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
連
邦
お
よ
び
ラ
ン
ト
の
保
安
審
査
法
に
基
づ

き
、
文
書
に
含
ま
れ
る
知
見
に
依
拠
し
て
、
個
人
に
対
す
る
保
安
審
査
を
行
う
た
め
。
た
だ
し
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安

機
関
の
た
め
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
。
判
定
は
外
国
の
情
報
機
関
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

９
．
国
家
保
安
機
関
の
た
め
に
常
勤
又
は
非
公
式
に
活
動
を
行
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
航
空
保
安
法
第
七
条
、
原
子
力
法
第
十
二
ｂ

条
第
二
項
第
三
文
、
並
び
に
原
子
力
法
に
基
づ
く
信
頼
性
審
査
令
第
五
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
条
第
三
項
第
三
号
に
基
づ
き
、
文
書
に
含
ま

れ
る
知
見
に
依
拠
し
て
、
個
人
に
対
す
る
信
頼
性
審
査
を
行
う
た
め
。
た
だ
し
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安
機
関
の
た
め
の
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活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
。
判
定
は
外
国
の
情
報
機
関
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
特
別
の
使
用
禁
止
は
、
影
響
を
受
け
な
い
。

（
３
）
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
目
的
の
た
め
の
使
用
は
、
二
〇
三
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
以
降
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
も
の
と
す
る
。

そ
れ
以
前
の
審
査
に
関
連
し
て
請
求
を
行
っ
た
官
庁
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
告
知
及
び
通
知
に
関
す
る
文
書
は
、
連
邦
公
文
書
館
、
管
轄
の
ラ

ン
ト
公
文
書
館
若
し
く
は
自
治
体
公
文
書
館
、
又
は
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
員
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
文
書

館
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
十
二
条
（
議
会
の
調
査
委
員
会
の
目
的
に
よ
る
文
書
の
使
用
）

（
１
）
基
本
法
第
四
十
四
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
基
づ
く
議
会
の
調
査
委
員
会
の
証
拠
取
得
の
権
利
は
、
国
家
保
安
機
関
の
文
書
に
も
及
ぶ

も
の
と
す
る
。

（
２
）
第
一
項
の
規
定
は
、
各
ラ
ン
ト
の
議
会
の
調
査
委
員
会
に
準
用
す
る
。

　
第
二
十
三
条
（
刑
事
訴
追
及
び
危
険
防
御
の
目
的
に
よ
る
文
書
の
使
用
）

（
１
）
文
書
は
、
そ
れ
が
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
を
含
ん
で
い
る
限
り
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要

な
範
囲
内
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
以
下
の
罪
に
つ
い
て
の
訴
追
の
た
め
、

ａ
．
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
体
制
に
関
連
す
る
犯
罪
行
為
、
と
り
わ
け
国
家
保
安
機
関
、
そ
の
他
の
保
安
、
刑
事
訴
追
及
び
刑
執
行
機
関
並

び
に
裁
判
所
の
権
限
行
使
に
関
連
す
る
犯
罪
行
為
。

ｂ
．
刑
法
典
第
二
百
十
一
条
、
第
二
百
十
二
条
、
第
二
百
三
十
九
ａ
条
、
第
二
百
三
十
九
ｂ
条
、
第
三
百
六
条
か
ら
第
三
百
六
ｃ
条
ま
で
、
第
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三
百
七
条
か
ら
第
三
百
九
条
ま
で
、
第
三
百
十
三
条
、
第
三
百
十
四
条
及
び
第
三
百
十
六
ｃ
条
に
該
当
す
る
罪
並
び
に
以
下
に
掲
げ
る
罪

aa.　

国
際
刑
法
典
第
六
条
の
罪
、

bb.　

武
器
法
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
号
ｃ
及
び
ｄ
、
第
五
項
並
び
に
第
六
項
の
罪
、

cc.　

戦
争
兵
器
取
締
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
ａ
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
と
の
関
連
に
お
け
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
、
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
罪
、

dd.　

麻
薬
取
締
法
第
二
十
九
条
第
三
項
第
二
文
第
一
号
、
第
二
十
九
ａ
条
第
一
項
第
二
号
、
並
び
に
第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

の
罪
、

ee.　

麻
薬
取
締
法
第
三
十
条
第
一
項
第
四
号
の
罪
、
た
だ
し
、
行
為
者
が
商
業
的
な
取
引
を
行
い
、
又
は
暴
力
集
団
の
一
員
と
し
て
行
動
し

た
場
合
に
限
る
。

ｃ
．
国
家
社
会
主
義
体
制
に
関
連
す
る
罪
、

ｄ
．
こ
の
法
律
の
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
罪
。

２
． 

公
共
の
安
全
に
対
す
る
差
し
迫
っ
た
重
大
な
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
と
り
わ
け
差
し
迫
っ
た
犯
罪
行
為
の
防
止
の
た
め
。

第
五
条
第
一
項
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
刑
事
訴
訟
法
に
規
定
す
る
証
拠
法
則
は
、
影
響
を
受
け
な
い
。

（
２
）
そ
の
他
の
文
書
は
、
刑
事
事
件
に
お
け
る
法
的
援
助
の
場
合
を
含
む
そ
の
他
の
犯
罪
の
訴
追
、
及
び
、
航
行
の
安
全
に
対
す
る
重
大
な
危

険
の
防
止
、
と
り
わ
け
犯
罪
行
為
の
防
止
に
必
要
な
限
り
に
お
い
て
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
十
四
条
（
国
家
保
安
機
関
に
引
き
渡
さ
れ
た
裁
判
所
及
び
検
察
庁
の
資
料
の
使
用
）

（
１
）
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
連
邦
公
文
書
館
が
保
存
す
る
裁
判
所
及
び
検
察
庁
の
資
料
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
か
ら
第

二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
及
び
第
四
十
三
条
に
代
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
で
定
め
る
手
続
規
定
を
適
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用
す
る
。
第
五
条
第
一
項
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
刑
事
犯
罪
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
で
、
適
用
さ
れ
な
い
。

（
２
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
要
請
に
基
づ
き
、
第
一
項
第
一
文
に
掲
げ
る
文
書
を
、
裁
判
所
、
検
察
庁
及
び
検
察
庁
の
補
助
機
関
と
し
て
活
動
す

る
限
り
に
お
け
る
警
察
官
庁
に
対
し
て
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
書
は
、
そ
の
使
用
目
的
の
た
め
に
も
は
や
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
遅
滞
な
く
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

第
二
十
五
条
（
情
報
収
集
目
的
に
よ
る
文
書
の
使
用
）

（
１
）文
書
は
、そ
れ
が
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
を
含
ん
で
い
る
限
り
に
お
い
て
、情
報
機
関
に
よ
っ
て
、又
は
情
報
機
関
の
た
め
に
、

こ
れ
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
文
書
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

１
．
連
邦
、
ラ
ン
ト
又
は
同
盟
国
の
情
報
機
関
の
職
員
の
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
そ
の
職
員
ま
た
は
情
報
機
関
の
保
護
の
た
め
に
そ
の
使
用
が
必

要
で
あ
る
も
の
、

２
．
そ
の
他
の
情
報
機
関
の
職
員
の
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
防
諜
の
た
め
に
そ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
も
の
。

（
２
）
次
の
各
号
に
掲
げ
る
情
報
を
含
む
文
書
は
、
そ
れ
が
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
を
含
ん
で
い
な
い
限
り
に
お
い
て
、
連
邦
及

び
ラ
ン
ト
の
情
報
機
関
に
よ
っ
て
、
又
は
そ
れ
ら
の
情
報
機
関
の
た
め
に
、
法
律
に
定
め
る
そ
れ
ら
の
任
務
の
枠
内
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
同
盟
国
の
情
報
機
関
に
よ
っ
て
、
又
は
そ
れ
ら
の
情
報
機
関
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
連
邦
憲
法
擁
護
法
の
意
味
に
お
け
る
ス
パ
イ
活
動
又
は
防
諜
活
動
、

２
．
連
邦
憲
法
擁
護
法
の
意
味
に
お
け
る
暴
力
的
過
激
主
義
又
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
分
野
。

（
３
）
第
一
項
第
二
文
の
場
合
、
第
五
条
第
一
項
は
影
響
を
受
け
な
い
。

（
４
）
第
一
項
第
二
文
及
び
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
連
邦
公
文
書
館
に
お
け
る
文
書
の
保
存
が
連
邦
又
は
ラ
ン
ト
の
利
益
を
害
す
る
と
き
は
、

連
邦
内
務
大
臣
は
、
代
替
文
書
の
交
付
を
す
る
こ
と
な
く
当
該
文
書
の
引
渡
し
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
命
令
に
は
、
連
邦
の
情
報
活
動
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の
議
会
統
制
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
議
会
統
制
委
員
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

（
５
）
前
項
ま
で
の
ほ
か
、
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
文
書
は
、
情
報
機
関
に
よ
っ
て
、
又
は
情
報
機
関
の
た
め
に
、
法
律
に
定
め
る
そ
の
任
務

の
枠
内
に
お
い
て
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
十
六
条
（
業
務
指
示
書
、
組
織
図
及
び
そ
の
他
の
文
書
の
使
用
）

（
１
）
国
家
保
安
機
関
の
指
令
、
業
務
指
示
書
、
組
織
図
お
よ
び
職
務
計
画
は
、
そ
れ
が
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
個
人
情
報
を
含
む
も
の
で

な
い
限
り
、
他
の
目
的
の
た
め
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
家
保
安
機
関
の
物
件
そ
の
他
の
物
品
の
図
面
及
び
目
録
、
と
り
わ
け
見
取
図

面
、
配
電
及
び
電
話
回
線
の
図
面
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
と
す
る
。

（
２
）
自
然
人
に
関
し
て
特
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
文
書
も
、
そ
れ
が
重
要
で
保
護
に
値
す
る
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
い
な
い
限
り
に
お

い
て
、
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
十
七
条
（
公
的
機
関
の
請
求
に
よ
ら
な
い
通
知
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
任
務
を
遂
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
、
国
家
保
安
機
関
の
た

め
の
常
勤
又
は
非
公
式
の
活
動
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
う
。

１
．
第
二
十
条
第
一
項
第
六
号
ａ
又
は
ｂ
に
基
づ
く
職
務
又
は
機
能
を
行
使
す
る
者
、

２
．
第
二
十
条
第
一
項
第
七
号
ａ
に
定
め
る
職
位
に
あ
る
者
、

３
か
ら
７
ま
で　

削
除
   9

８
．
第
二
十
条
第
一
項
第
四
号
又
は
又
は
第
二
十
一
条
第
一
項
第
四
号
に
基
づ
き
、
そ
の
業
務
の
た
め
に
文
書
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
者
。

こ
の
〔
活
動
の
〕
存
在
を
確
認
し
た
と
き
は
、
連
邦
公
文
書
館
は
、
所
管
官
庁
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
２
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
任
務
を
遂
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
確
認
を
行
う
。

１
．
国
家
保
安
機
関
の
業
務
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
、

２
．
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ｂ
に
定
め
る
犯
罪
行
為
、

３
．
公
共
の
安
全
に
対
す
る
重
大
な
危
険
、

４
．
第
二
十
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
の
意
味
に
お
け
る
財
産
の
存
在
。

こ
の
〔
事
項
の
〕
存
在
を
確
認
し
た
と
き
は
、
連
邦
公
文
書
館
は
、
所
管
官
庁
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
３
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
任
務
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
保
存
す
る
文
書
に
、
連
邦
憲
法
擁
護
法
の
意
味
に
お
け
る

偵
察
活
動
、
防
諜
活
動
、
暴
力
的
過
激
主
義
又
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、

自
発
的
に
そ
の
旨
を
連
邦
内
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
４
）
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
請
求
に
応
じ
て
な
さ
れ
う
る
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
十
八
条
（
削
除
）

 

  10　

第
二
十
九
条
（
目
的
拘
束
）

（
１
）
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
七
条
に
基
づ
い
て
伝
達
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
そ
の
伝
達
さ
れ
た
目
的
の

た
め
に
の
み
こ
れ
を
処
理
し
、
及
び
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
目
的
の
た
め
に
処
理
ま
た
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
第
二
十
条

か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
及
び
第
二
十
五
条
の
要
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。。

（
２
）
第
一
項
第
二
文
に
基
づ
く
デ
ー
タ
主
体
ま
た
は
第
三
者
の
個
人
情
報
の
別
の
目
的
で
の
処
理
ま
た
は
使
用
に
つ
い
て
は
、
連
邦
公
文
書
館

の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
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（
３
）
第
一
項
及
び
第
二
項
は
、
第
八
条
第
二
項
に
基
づ
き
公
的
機
関
が
保
有
す
る
文
書
に
含
ま
れ
る
個
人
情
報
に
準
用
す
る
。

　
第
三
十
条
（
送
信
に
関
す
る
通
知
）

（
１
）
第
二
十
一
条
お
よ
び
第
二
十
七
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
デ
ー
タ
主
体
に
関
す
る
個
人
情
報
が
連
邦
公
文
書
館
に
よ
り
伝
達
さ
れ
る
と
き
は
、

当
該
デ
ー
タ
主
体
は
、
伝
達
さ
れ
た
情
報
の
性
質
お
よ
び
そ
の
受
信
者
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
デ
ー
タ
主
体
が
通
知
以
外
の
手
段
に
よ
っ
て
伝
達
の
事
実
を
知
っ
た
と
き
、
又
は
そ
の
通
知
が
不
合
理
な
負
担
を
伴
っ
て
の
み
可
能
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
通
知
を
行
う
義
務
は
な
い
も
の
と
す
る
。

（
３
）
権
限
を
有
す
る
連
邦
最
高
官
庁
又
は
ラ
ン
ト
最
高
官
庁
が
、連
邦
公
文
書
館
に
対
し
て
、通
知
を
開
示
す
る
こ
と
が
公
共
の
安
全
を
脅
か
し
、

又
は
そ
れ
が
連
邦
若
し
く
は
ラ
ン
ト
の
利
益
に
対
す
る
侵
害
を
も
た
ら
す
も
の
と
決
定
し
た
期
間
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
は
、
こ
れ
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　
第
三
十
一
条
（
連
邦
公
文
書
館
の
決
定
に
対
す
る
官
庁
の
申
立
て
に
よ
る
司
法
審
査
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
が
、
官
庁
に
よ
る
通
知
、
閲
覧
又
は
引
渡
し
の
請
求
を
拒
否
し
た
と
き
は
、
高
等
行
政
裁
判
所
は
、
当
該
官
庁
の
申
立
て

に
基
づ
き
、
口
頭
審
理
を
行
っ
た
上
で
、
決
定
に
よ
っ
て
こ
の
拒
否
の
適
法
性
を
判
断
す
る
。
こ
の
決
定
に
は
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
予
審
手
続
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
。
管
轄
裁
判
所
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
高
等
行
政
裁
判
所
と
す
る
。

（
２
）
裁
判
長
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
資
料
若
し
く
は
そ
の
一
部
の
閲
覧
、
抄
本
及
び
複
製
物
の
作
成
若
し
く
は
発
行
を
差
止
め
、

又
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
決
定
と
、
行
政
裁
判
所
法
第
九
十
九
条
第
二
項
に
基
づ
く
文
書
提
出
の
義
務
付
け
に
関
す
る
高
等
行
政
裁

判
所
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
記
に
定
め
る
ほ
か
、
関
係
人
は
資
料
の
閲
覧
に
よ
り
知
り
得
た
事
実
に

つ
い
て
、
秘
密
保
持
義
務
を
負
う
。
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第
三
節　

国
家
保
安
機
関
文
書
の
政
治
的
及
び
歴
史
的
検
証
並
び
に
報
道
及
び
放
送
の
た
め
の
使
用

第
三
十
二
条
（
政
治
的
・
歴
史
的
検
証
の
た
め
の
文
書
の
使
用
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
国
家
保
安
機
関
又
は
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
若
し
く
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
占
領
地
域
に
お
け
る
支
配
機
構
の
活
動
の
検
証

を
目
的
と
し
た
研
究
及
び
政
治
教
育
の
目
的
の
た
め
に
、
申
請
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
文
書
を
使
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
個
人
情
報
を
含
ま
な
い
文
書
。

２
．
個
人
情
報
を
匿
名
化
し
て
作
成
さ
れ
た
文
書
の
複
製
物
。
た
だ
し
、
情
報
が
既
に
公
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

３
．
以
下
の
個
人
情
報
を
含
む
文
書
。

―
国
家
保
安
機
関
の
職
員
の
個
人
情
報
。
た
だ
し
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安
機
関
の
た
め
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で

な
い
も
の
に
限
る
。

―
国
家
保
安
機
関
の
受
益
者
の
個
人
情
報
。

４
．
現
代
史
上
の
人
物
、
政
治
的
権
能
を
有
し
て
い
た
者
又
は
政
治
上
の
役
職
に
就
い
て
い
た
者
の
個
人
情
報
を
含
む
文
書
。
た
だ
し
、
現
代
史

に
お
け
る
そ
の
役
割
、
機
能
又
は
役
職
に
関
連
す
る
情
報
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。

５
．〔
そ
の
使
用
に
つ
い
て
〕利
害
関
係
を
有
す
る
個
人
の
書
面
に
よ
る
同
意
が
得
ら
れ
た
と
き
は
、そ
の
他
の
個
人
情
報
を
含
む
文
書
。
た
だ
し
、

当
該
同
意
は
、〔
使
用
の
〕
申
請
者
、
意
図
及
び
実
施
者
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
上
で
な
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
．
既
に
死
亡
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
死
亡
が
三
十
年
よ
り
前
で
あ
る
も
の
の
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
文
書
。
た
だ
し
、
こ
の
保
護
期
間
は
、

学
術
研
究
の
意
図
又
は
正
当
な
利
益
の
実
現
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
保
護
に
値
す
る
優
越
的
な
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
き

は
、
こ
れ
を
十
年
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
死
亡
の
年
が
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
は
不
当
な
負
担
を
伴
っ
て
の
み
明
ら
か
に
し
う
る
と
き
に

お
い
て
は
、
保
護
期
間
は
〔
個
人
情
報
の
主
体
の
〕
出
生
か
ら
一
一
〇
年
の
経
過
に
よ
っ
て
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
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の
規
定
は
、
こ
れ
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
。

７
．
前
号
ま
で
に
定
め
る
次
の
個
人
情
報
を
含
む
文
書
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
。

ａ
．
大
学
、
そ
の
他
の
研
究
機
関
、
並
び
に
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
に
よ
る
独
裁
及
び
共
産
主
義
的
独
裁
の
結
果
に
関
す
る
究
明
を
行
う
ラ

ン
ト
の
全
権
受
任
官
に
お
け
る
学
術
研
究
事
業
の
遂
行
、
又
は
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
社
会
主
義
統
一
党
の
独
裁
に
よ
る
犠
牲
者
の
た
め
の
連
邦

全
権
受
任
官
及
び
連
邦
全
権
受
任
機
関
が
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
を
通
じ
て
要
請
す
る
鑑
定
書
、
報
告
書
並
び
に
意
見
書
の
作
成
の
た
め
に
必
要
で

あ
る
も
の
。

ｂ
．
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
匿
名
化
さ
れ
た
情
報
を
使
用
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
て
、
又
は
匿
名
化
の
た
め
に
不
合
理
な
負
担
を
伴
う

も
の
。

ｃ
．
当
該
情
報
の
受
領
者
が
公
務
員
又
は
職
務
義
務
法
〔
非
公
務
員
に
対
す
る
正
式
な
職
務
の
義
務
付
け
に
関
す
る
法
律
〕
に
基
づ
き
正
式
に

職
務
を
義
務
付
け
ら
れ
た
者
で
あ
る
も
の
。

第
一
文
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
七
号
に
定
め
る
個
人
情
報
を
含
む
文
書
は
、
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
文
書
に
記
載
の
あ
る
人
物

の
保
護
に
値
す
る
優
越
的
な
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
の
で
な
い
限
り
に
お
い
て
の
み
、
使
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
益
調
整
に
際
し
て
は
特

に
、
当
該
情
報
の
収
集
が
人
権
侵
害
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ど
う
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
第
二
条
第
二
項
第
三
号
ｂ
か
ら
ｄ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
特
別
保
存
と
さ
れ
て
い
る
文
書
は
、
連
邦
内
務
大
臣
の
同
意
が
あ
る
場

合
に
限
り
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
個
人
情
報
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
既
に
公
に
な
っ
て
い
る
も
の
。

２
．
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情
報
。

―
国
家
保
安
機
関
の
職
員
。
た
だ
し
、
年
齢
十
八
歳
に
達
す
る
前
に
お
け
る
国
家
保
安
機
関
の
た
め
の
活
動
に
関
係
す
る
も
の
で
な
い
も
の
に
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限
る
。

―
又
は
、
国
家
保
安
機
関
に
よ
る
利
益
の
受
益
者
。

３
．
現
代
史
上
の
人
物
、
政
治
的
権
能
を
有
し
て
い
た
者
又
は
政
治
上
の
役
職
に
就
い
て
い
た
者
に
関
す
る
情
報
。
た
だ
し
、
現
代
史
に
お
け
る

そ
の
役
割
、
機
能
ま
た
は
役
職
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。

４
．
公
開
さ
れ
る
個
人
情
報
の
主
体
で
あ
る
個
人
が
同
意
し
て
い
る
も
の
。

５
．
既
に
死
亡
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
死
亡
が
三
十
年
よ
り
前
で
あ
る
も
の
に
関
す
る
情
報
。
た
だ
し
、
こ
の
保
護
期
間
は
、
学
術
研
究
の
意

図
又
は
正
当
な
利
益
の
実
現
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
保
護
に
値
す
る
優
越
的
な
利
益
が
損
な
わ
れ
る
も
の
で
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
十

年
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
死
亡
の
年
が
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
は
不
当
な
負
担
を
伴
っ
て
の
み
明
ら
か
に
し
う
る
と
き
に
お
い
て
は
、
保

護
期
間
は
〔
個
人
情
報
の
主
体
の
〕
出
生
か
ら
一
一
〇
年
の
経
過
に
よ
っ
て
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
は
、
こ

れ
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
。

第
一
文
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定
め
る
個
人
情
報
の
公
開
に
よ
っ
て
、
当
該
情
報
の
主
体
で
あ
る
人
物
の
保
護
に
値
す
る
優
越
的
な
利
益
を
侵

害
し
て
は
な
ら
な
い
。
利
益
調
整
に
際
し
て
は
特
に
、
当
該
情
報
の
収
集
が
人
権
侵
害
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ど
う
か
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
文
第
五
号
に
定
め
る
個
人
情
報
は
、
そ
の
公
表
が
〔
死
亡
し
た
者
の
〕
周
囲
の
個
人
の
保
護
に
値
す
る
優

越
的
な
利
益
を
侵
害
し
な
い
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
第
一
項
及
び
第
三
項
は
、
国
家
社
会
主
義
の
過
去
に
関
す
る
政
治
的
及
び
歴
史
的
検
証
の
目
的
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
第
三
十
二
ａ
条
（
通
知
）

（
１
）
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
文
第
四
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
文
書
が
使
用
可
能
と
さ
れ
る
と
き
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
利
害
関
係
を
有

す
る
個
人
は
、
当
該
文
書
が
使
用
可
能
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
事
前
に
適
切
な
時
間
を
置
い
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て
、
当
該
情
報
の
内
容
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
公
文
書
館
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
行
う
利
益
調
整
に
お

い
て
、
こ
の
異
議
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
利
害
関
係
を
有
す
る
個
人
の
〕
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
調
整
の
結
果
の
通
知

か
ら
二
週
間
後
に
お
い
て
の
み
、
文
書
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
デ
ー
タ
主
体
で
あ
る
個
人
の
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
に
対
す
る
侵
害
が
発
生
し
な
い
と
認
め
ら
れ
、
又
は
通
知
が
不
可
能
若
し
く
は
不
合

理
な
負
担
を
伴
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
通
知
は
、
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
十
三
条
（
手
続
）

（
１
）
研
究
及
び
政
治
教
育
の
目
的
の
た
め
に
、
文
書
は
、
全
て
の
場
所
に
お
い
て
又
は
電
子
化
さ
れ
た
形
式
で
閲
覧
に
供
さ
れ
る
。

（
２
）
閲
覧
は
、
文
書
の
重
要
性
又
は
保
存
状
態
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
を
複
製
物
の
閲
覧
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
文
書
の
閲
覧
が
許
可
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
請
求
に
基
づ
き
文
書
の
複
製
物
の
引
き
渡
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第

三
十
二
条
第
一
項
第
一
文
第
七
号
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
４
）
第
三
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
引
き
渡
さ
れ
た
複
製
物
に
つ
い
て
は
、
受
領
者
は
他
の
目
的
の
た
め
に
使
用
し
、
又
は
他
の
機
関
に
開

示
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
５
）
未
編
纂
の
文
書
の
閲
覧
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
も
の
と
す
る
。

　
第
三
十
四
条
（
報
道
機
関
、
放
送
、
映
画
に
よ
る
文
書
の
使
用
）

（
１
）
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
報
道
機
関
、
放
送
、
映
画
、
そ
れ
ら
を
補
助
す
る
企
業
及
び
そ
れ
ら
の
た
め
に
報
道
と

編
集
の
業
務
を
行
う
者
に
よ
る
文
書
の
使
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
２
）
連
邦
法
律
に
基
づ
く
放
送
機
関
に
よ
る
個
人
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
、
そ
の
公
表
の
対
象
と
な
っ
た
個
人
の
反
論
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
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こ
の
反
論
は
、
当
該
個
人
情
報
に
添
付
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
保
存
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
〔
個
人
〕
情
報
は
、
こ
の
反
論
を
伴
う
場

合
に
限
り
、
再
度
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章　

個
別
規
定

　
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
（
削
除
）   11 

第
三
十
七
ａ
条
（
国
家
保
安
機
関
の
職
員
の
雇
用
）

国
家
保
安
機
関
の
職
員
で
あ
っ
た
者
の
連
邦
公
文
書
館
に
お
け
る
雇
用
は
、
そ
の
者
が
担
任
す
る
任
務
又
は
そ
の
実
際
に
遂
行
す
る
職
務
の

範
囲
に
お
い
て
国
家
保
安
機
関
文
書
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
第
二
文
の
定
め
る
条
件
の
下
で
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

二
〇
一
一
年
十
二
月
三
十
一
日
の
時
点
で
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
文
書
に
関
す
る
連
邦
全
権
受
任
庁
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
国
家
保

安
機
関
の
職
員
で
あ
っ
た
者
は
、
そ
の
個
別
の
事
情
に
照
ら
し
て
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
お
い
て
は
、
そ
の
能
力
に
応
じ
、
か
つ
社
会
的

利
害
関
係
に
対
す
る
配
慮
の
上
で
、
連
邦
の
行
政
機
関
内
に
お
け
る
同
等
の
官
職
に
異
動
さ
せ
る
も
の
と
す
る
が
、
採
用
時
の
考
査
に
対
し
て
、

国
家
保
安
機
関
の
た
め
の
活
動
を
秘
匿
し
て
い
た
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
こ
の
〔
異
動
の
〕
適
切
性
の
評
価
に
際
し
て
は
、
当
該
職

員
の
同
等
の
職
務
の
内
容
に
対
す
る
利
害
、
並
び
に
そ
の
個
人
及
び
家
族
の
状
況
が
特
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
十
八
条
（
ラ
ン
ト
の
全
権
受
任
官
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
に
よ
る
独
裁
及
び
共
産
主
義
的
独
裁
の
結
果
に
関
す
る
究
明
を
行
う
ラ
ン
ト
の
全
権
受
任

官
に
対
し
て
、
こ
の
法
律
第
三
章
に
定
め
る
文
書
の
使
用
に
際
し
て
の
ラ
ン
ト
に
固
有
の
特
則
に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
も
の
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と
す
る
。

（
２
）
ラ
ン
ト
法
律
は
、
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
に
よ
る
独
裁
及
び
共
産
主
義
的
独
裁
の
結
果
に
関
す
る
究
明
を
行
う
ラ
ン
ト
の
全
権
受
任
官

が
、
関
係
人
に
よ
る
第
十
三
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
に
定
め
る
権
利
の
行
使
に
際
し
て
、
助
言
を
行
う
べ
き
こ
と
を
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
に
定
め
る
手
続
の
完
結
後
の
精
神
的
・
社
会
的
助
言
に
つ
い
て
も
、
こ
の
権
限
の
範
囲
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
十
九
条
（
諮
問
委
員
会
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
に
設
置
す
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
館
へ
の
移
行
の
過
程
に
立
ち
会
い
、
及
び
、
国
家
保
安
機
関
文
書
に
関
係
す
る
事
項
に
つ

い
て
連
邦
公
文
書
館
に
対
す
る
助
言
を
行
わ
せ
る
た
め
、
諮
問
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
も
の
と
し
、
こ
の
諮
問
委
員
会
は
そ
の
設
置
会
合
か
ら
五

年
間
が
経
過
す
る
ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
諮
問
機
関
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

１
．
ベ
ル
リ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク=

フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン=

ア
ン
ハ
ル
ト
及
び
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
の
各
ラ
ン
ト
政
府
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
者　

六
名

２
．
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
者　

三
名

３
．
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
を
所
管
す
る
連
邦
最
高
官
庁
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
者　

三
名
、
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
一
名
は
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

の
共
産
主
義
的
専
制
の
犠
牲
者
団
体
又
は
国
家
に
よ
る
抑
圧
支
配
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
団
体
若
し
く
は
協
会
に
所
属

し
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
。

（
２
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
国
家
保
安
機
関
の
文
書
に
関
係
す
る
基
本
的
事
項
又
は
そ
の
他
の
重
要
事
項
を
諮
問
委
員
会
に
報
告
し
、
こ
れ
ら
の

事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
諮
問
委
員
会
の
構
成
員
は
、そ
の
任
命
の
時
か
ら
、公
表
さ
れ
て
い
な
い
個
人
情
報
及
び
業
務
上
知
り
得
た
そ
の
他
の
機
密
情
報
に
つ
い
て
、

秘
密
を
保
持
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
秘
密
保
持
義
務
は
、
諮
問
委
員
会
の
構
成
員
で
な
く
な
っ
た
後
も
引
き
続
き
課
せ
ら
れ
る
も
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の
と
す
る
。

（
４
）
諮
問
委
員
会
は
、
連
邦
公
文
書
館
の
同
意
を
必
要
と
す
る
執
務
規
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
第
四
十
条
（
文
書
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
不
正
な
ア
ク
セ
ス
か
ら
文
書
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
組
織
的
及
び
技
術
的
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

（
２
）
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
特
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
．
連
邦
公
文
書
館
の
職
員
は
、
そ
の
担
任
す
る
任
務
の
範
囲
内
に
限
り
、
文
書
お
よ
び
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
か
つ
、
文
書
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
ご
と
に
、
そ
の
理
由
と
と
も
に
記
録
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

２
．
記
録
資
料
の
検
索
情
報
の
不
正
な
作
出
、
情
報
の
不
正
な
入
力
、
並
び
に
、
保
存
さ
れ
た
情
報
の
不
正
な
閲
覧
、
変
更
及
び
消
去
が
防
止
さ

れ
る
こ
と
。

３
．
処
理
の
完
結
後
、
少
な
く
と
も
十
年
が
経
過
す
る
ま
で
は
、
い
か
な
る
文
書
又
は
文
書
か
ら
の
い
か
な
る
情
報
が
、
ど
の
時
点
で
、
い
か
な

る
人
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
、
若
し
く
は
伝
達
さ
れ
た
の
か
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

４
．
い
か
な
る
情
報
が
、
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
事
後
的
に
確
認
及
び
検
証
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

５
．
国
家
保
安
機
関
の
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
建
物
が
、
不
正
な
侵
入
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

６
．資
格
を
有
し
な
い
者
が
、記
録
資
料
及
び
文
書
か
ら
の
情
報
が
処
理
さ
れ
る
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
。

７
．
文
書
が
不
正
に
読
み
取
ら
れ
、
複
写
さ
れ
、
変
更
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
、
又
は
消
去
さ
れ
得
な
い
こ
と
。

８
．
文
書
及
び
記
録
媒
体
が
、
輸
送
に
際
し
て
不
正
に
読
み
取
ら
れ
、
複
写
さ
れ
、
変
更
さ
れ
、
抹
消
さ
れ
、
又
は
廃
棄
さ
れ
得
な
く
な
っ
て
い
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る
こ
と
。

９
．
内
部
の
組
織
が
全
体
と
し
て
デ
ー
タ
保
護
の
特
別
な
要
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
第
四
十
一
条
（
自
動
化
さ
れ
た
手
続
、
委
託
に
よ
る
情
報
の
処
理
）

（
１
）
連
邦
公
文
書
館
は
、
そ
の
任
務
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
の
み
、
国
家
保
安
機
関
の
文
書
か
ら
の
個
人
情
報
を
自
動
化
さ

れ
た
手
段
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
伝
達
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
動
化
さ
れ
た
情
報
抽
出
の
手
続
を
設
け
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
も
の
と
す
る
。
第
二
条
第
二

項
第
五
号
は
こ
れ
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
。

（
３
）
文
書
か
ら
の
情
報
の
処
理
を
目
的
と
す
る
契
約
の
締
結
は
、
連
邦
公
文
書
館
に
お
け
る
処
理
が
そ
の
自
己
の
手
段
に
よ
っ
て
は
不
可
能
又

は
不
合
理
な
負
担
を
伴
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
場
合
で
あ
っ
て
、
契
約
に
基
づ
い
て
処
理
を
行
う
者
が
こ
の
情
報
の
取
扱
い
に
適
し
た
能
力
を
有

す
る
事
に
つ
い
て
の
特
段
の
考
慮
に
基
づ
き
選
定
さ
れ
、
か
つ
、
連
邦
公
文
書
館
の
指
示
に
従
っ
て
の
み
情
報
の
処
理
を
行
う
こ
と
が
確
保
さ
れ

る
場
合
に
限
り
、
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章　

終
末
規
定

　
第
四
十
二
条
（
手
数
料
及
び
費
用
）  12 

（
１
）
第
十
三
条
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
に
基
づ
い
て
個
々
に
そ
の
効
果
が
帰
属
す
る
公
的
役
務
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
条
及
び
第

二
十
一
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
と
関
連
す
る
第
十
九
条
並
び
に
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
四
条
に
よ
る
非
公
的
機
関
に
対
し
て
、
行
政
経
費
に

充
て
る
た
め
に
、
手
数
料
及
び
費
用
を
徴
収
す
る
。
こ
の
手
数
料
は
、
行
政
行
為
が
撤
回
さ
れ
又
は
取
り
消
さ
れ
、
個
々
に
そ
の
効
果
が
帰
属
す
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る
公
務
の
遂
行
を
求
め
る
申
請
が
却
下
さ
れ
又
は
撤
回
さ
れ
、
及
び
、
異
議
申
立
が
棄
却
さ
れ
又
は
撤
回
さ
れ
た
と
き
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
徴

収
す
る
。
デ
ー
タ
主
体
、
第
三
者
並
び
に
行
方
不
明
者
、
被
殺
害
者
の
近
親
者
に
対
す
る
情
報
の
通
知
並
び
に
文
書
の
閲
覧
の
許
可
に
つ
い
て
は
、

手
数
料
及
び
費
用
は
、
こ
れ
を
徴
収
し
な
い
。

（
２
）
文
化
及
び
メ
デ
ィ
ア
を
所
管
す
る
連
邦
政
府
の
構
成
員
は
、
連
邦
参
議
会
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
法
規
命
令
に
よ
っ
て
、
手
数
料
を
課

す
要
件
及
び
そ
の
額
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
手
数
料
率
及
び
そ
の
限
度
額
を
予
め
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
法
規
命
令
に

は
、
連
邦
手
数
料
法
の
規
定
か
ら
逸
脱
し
た
費
用
の
補
塡
に
関
す
る
定
め
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
十
二
ａ
条
（
裁
判
管
轄
）

裁
判
管
轄
は
、
こ
れ
を
ベ
ル
リ
ン
に
お
く
。

　
第
四
十
三
条
（
本
法
の
優
先
適
用
）

（
１
）
こ
の
法
律
の
規
定
は
、
他
の
法
律
に
よ
る
個
人
情
報
の
伝
達
の
許
容
要
件
に
関
す
る
規
定
に
優
先
し
て
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。
連
邦
デ
ー

タ
保
護
法
は
、
第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
第
六
条
第
九
項
に
お
い
て
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
適
用

し
な
い
。

（
２
）
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
関
す
る
自
然
人
の
保
護
及
び
同
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
並
び
に
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
廃
止
に
関
す
る
二
〇
一
六
年

四
月
二
七
日
の
欧
州
議
会
及
び
欧
州
理
事
会
規
則
二
〇
十
六
／
六
七
九
（
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
、
二
〇
一
六
年
五
月
四
日
欧
州
連
合
官
報
法
令

篇
一
一
九
号
一
頁
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
二
日
同
三
一
四
号
七
十
二
頁
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
三
日
同
一
二
七
号
二
頁
）
第
十
五
条
、
第

十
六
条
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
ａ
、
ｂ
、
及
び
ｄ
並
び
に
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
に
よ
る
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
は
、
こ
の
法
律
の
定

め
る
基
準
に
依
っ
て
の
み
、
保
護
さ
れ
る
。

　



58

武蔵野法学第 19 号　

第
四
十
四
条
（
罰
則
規
定
）

こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
存
さ
れ
る
文
書
の
原
本
又
は
そ
の
複
製
物
で
あ
っ
て
、
デ
ー
タ
主
体
若
し
く
は
第
三
者
の
個
人
情
報
が

記
載
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
全
部
又
は
文
言
の
上
で
本
質
的
で
あ
る
一
部
を
公
に
伝
達
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処

す
る
。
た
だ
し
、
デ
ー
タ
主
体
又
は
第
三
者
の
同
意
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
四
十
五
条
（
罰
金
規
定
）

（
１
）
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
っ
た
者
は
、
秩
序
違
反
と
す
る
。

１
．
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
報
告
を
行
わ
ず
、
又
は
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
報
告
を
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
者
。

２
．
第
九
条
第
一
項
第
一
文
及
び
第
二
項
に
違
反
し
て
、
文
書
若
し
く
は
文
書
の
写
し
及
び
そ
の
他
の
複
製
物
を
連
邦
公
文
書
館
の
要
請
に
応
じ

て
引
き
渡
し
を
せ
ず
、
又
は
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
引
き
渡
し
を
し
な
か
っ
た
者
。

３
．
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
文
書
の
連
邦
公
文
書
館
へ
の
引
き
渡
し
を
し
な
か
っ
た
者
。

（
２
）
秩
序
違
反
は
、
二
十
五
万
ユ
ー
ロ
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

（
３
）
秩
序
違
反
法
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政
官
庁
は
、
連
邦
公
文
書
館
と
す
る
。

　
第
四
十
六
条
（
削
除
）  13 　

第
四
十
六
ａ
条
（
基
本
権
の
制
限
）

信
書
、
郵
便
及
び
電
信
電
話
の
秘
密
（
基
本
法
第
十
条
）
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
制
限
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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第
四
十
七
条
（
経
過
規
定
）

従
前
の
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
文
書
に
関
す
る
連
邦
全
権
受
任
官
及
び
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
に
一
九
九
〇
年
八
月
三
十
一

日
の
統
一
条
約
（
連
邦
法
律
官
報
一
九
九
〇
年
Ⅱ 

八
八
五
頁
、
九
一
二
頁
）
第
一
附
属
議
定
書
第
二
章
Ｂ
第
二
節
第
二
号
ｂ
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
現
に
〔
従
前
の
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
文
書
に
関
す
る
連
邦
全
権
受
任
庁
の
〕
官
職
に
あ
る
者
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
、

二
〇
二
〇
年
六
月
十
九
日
の
命
令
（
連
邦
法
律
官
報
Ⅰ 

一
三
二
八
頁
）
第
百
六
十
四
条
に
基
づ
き
最
後
に
改
正
さ
れ
た
二
〇
〇
七
年
二
月
十
八

日
公
布
の
〔
法
律
の
〕
第
三
十
六
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
が
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
。

　
第
四
十
八
条
（
評
価
）

文
化
及
び
メ
デ
ィ
ア
を
所
管
す
る
連
邦
最
高
官
庁
は
、
二
〇
二
一
年
四
月
九
日
の
法
律
の
施
行
か
ら
五
年
が
経
過
し
た
後
に
、
連
邦
公
文
書
館

に
設
置
す
る
シ
ュ
タ
ー
ジ
資
料
文
書
館
へ
の
移
行
の
進
捗
に
つ
い
て
の
評
価
報
告
書
を
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
連
邦

法
律
官
報
Ｉ  

七
五
〇
頁
）。
こ
の
評
価
の
過
程
に
お
い
て
は
、
第
三
十
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
諮
問
機
関
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
な
お
五
年

間
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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1 

こ
の
改
正
を
も
っ
て
、
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
は
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
置
か
れ
て
い
た
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
文
書
の
管
理
に
関
す
る
連
邦
全
権

受
任
官
（D

er Bundesbeauftragte für die U
nterlagen des Staatssicherheitsdienstes der ehem

aligen D
eutschen D

em
okratischen Republik 

〔BStU

〕）
か
ら
連
邦
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
役
目
を
終
え
た
連
邦
全
権
受
任
官
及
び
そ
の
隷
下
に
置
か
れ
て
い
た
旧
ド
イ

ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
文
書
の
管
理
に
関
す
る
連
邦
全
権
受
任
庁
は
、
こ
の
改
正
法
の
施
行
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま

で
の
削
除
部
分
に
関
す
る
後
掲
・
訳
注
10
も
参
照
。

2 

保
安
審
査
法
第
四
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
連
邦
に
お
け
る
機
密
資
料
（V

erschlussache

）
の
機
密
等
級
は
四
段
階
で
あ
り
、
上
か
ら
順
に
、
極
秘
（ST

REN
G 

GH
EIM

）、
秘
密
（GEH

EIM

）、
秘
（V

S-V
ertraulich

）
及
び
部
外
秘
（V

S-N
ur für D

ienst Gebrauch

）
で
あ
る
。

3 

文
書
（U

nterlagen

）
に
つ
い
て
は
、
連
邦
公
文
書
館
法
第
一
条
第
十
号
に
「
そ
の
保
存
の
方
法
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
記
録
」
と
い
う
定
義
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
い
う
文
書
に
は
、
電
磁
化
さ
れ
た
記
録
（
い
わ
ゆ
る
電
子
文
書
）
が
含
ま
れ
る
。
な
お
、
こ
の
複
製
物
（D

uplikat

）
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。

4 

人
民
警
察
刑
事
警
察
第
一
部
は
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
法
執
行
機
関
で
あ
っ
た
人
民
警
察
に
置
か
れ
て
い
た
一
部
門
で
あ
る
が
、
政
治
犯
罪
を
そ
の
管
轄
領

域
と
し
て
い
た
た
め
、
一
九
五
三
年
以
降
、
非
公
式
協
力
者
を
用
い
た
国
民
に
対
す
る
監
視
及
び
偵
察
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
な
お
、
国
家
保
安
省
の
直
接
の
前

身
は
、
人
民
警
察
刑
事
局
第
五
部
（
Ｋ
―
五
機
関
と
通
称
さ
れ
る
）
で
あ
り
、
刑
事
警
察
第
一
部
は
そ
の
捜
査
機
能
の
名
残
で
も
あ
っ
た
た
め
、
一
九
五
五
年
の

国
家
保
安
省
の
発
足
後
は
国
家
保
安
省
第
九
局
（
国
内
捜
査
活
動
の
担
当
部
署
）
の
指
令
を
も
受
け
て
い
た
。

5 

原
語
はBetroffene

で
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
関
係
人
」
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
ド
イ
ツ
の
デ
ー
タ
保
護
法
制
に
お
い
て
は
こ
の
語
はEU

一
般
デ
ー
タ
保
護

規
則
（GD

PR

）
のdata subject

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
訳
語
をGD

PR

に
揃
え
た
。
な
お
、
こ
の
法
律
は
、GD

PR

に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
の

国
内
的
具
体
化
法
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
か
つ
、
国
内
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
に
関
わ
る
一
般
法
で
あ
る
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
の
特
別
法
で
あ
る
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
第
四
十
三
条
を
参
照
。

6 

原
語
はM

itarbeiter

で
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
協
力
者
」
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
通
常
は
国
家
保
安
省
の
非
公
式
協
力
者
（Inoffi

zierer M
itarbeiter; IM

）

に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
旧
国
家
保
安
省
の
常
勤
職
員
と
非
公
式
協
力
者
の
両
方
を
含
む
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
両
方
を
含
む
意
味
で
「
職
員
」
と
し
た
。

7 

前
掲
・
訳
注
2
を
参
照
。
な
お
、
公
文
書
の
管
理
は
連
邦
及
び
ラ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
行
政
事
項
（
基
本
法
第
八
十
六
条
）
で
あ
る
た
め
、
各
ラ
ン
ト
に
お
い

て
も
連
邦
の
保
安
審
査
法
に
準
じ
た
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

8 

こ
の
削
除
部
分
は
、文
書
の
収
集
及
び
評
価
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
補
助
資
料
の
匿
名
化
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
た
。補
助
資
料（
文
書
と
紐
付
け
ら
れ
た
検
索
カ
ー

ド
等
）
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
主
体
及
び
第
三
者
の
匿
名
化
の
要
請
を
認
め
る
ほ
か
、
当
該
情
報
を
使
用
す
る
こ
と
の
優
越
的
な
利
益
が
存
在
す
る
場
合
な
ど
の
例

外
を
定
め
て
い
た
。

9 

こ
の
削
除
部
分
に
は
、
そ
の
在
職
者
に
つ
い
て
連
邦
全
権
受
任
官
に
よ
る
国
家
保
安
機
関
に
お
け
る
活
動
の
状
況
に
関
し
て
の
確
認
の
対
象
と
な
る
職
が
規
定
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
対
象
は
、
官
庁
の
幹
部
た
る
官
吏
又
は
職
員
、
名
誉
職
を
含
む
選
挙
管
理
者
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
、
公
証
人
及
び
教
会
の
教
区
指
導

者
で
あ
っ
た
。

10 

こ
の
削
除
部
分
は
、
非
公
的
機
関
の
請
求
に
よ
ら
な
い
で
行
わ
れ
る
通
知
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
た
。
連
邦
全
権
受
任
官
は
、
政
党
の
自
治
体
レ
ベ
ル
以
上
の
代

表
者
、連
邦
又
は
ラ
ン
ト
に
お
い
て
枢
要
な
機
能
を
果
た
す
機
関
及
び
法
人
並
び
に
企
業
の
代
表
者
に
つ
い
て
、国
家
保
安
機
関
に
お
け
る
活
動
歴
が
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
通
知
を
行
う
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
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11 

こ
の
削
除
部
分
は
、
二
〇
二
一
年
ま
で
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
の
権
限
を
有
し
た
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
文
書
の
管
理
に
関
す
る
連

邦
全
権
受
任
官
及
び
そ
の
隷
下
に
置
か
れ
た
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
国
家
保
安
機
関
文
書
の
管
理
に
関
す
る
連
邦
全
権
受
任
庁
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第

三
十
五
条
は
連
邦
全
権
受
任
官
の
設
置
に
つ
い
て
、
第
三
十
六
条
は
そ
の
独
立
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
第
三
十
七
条
は
そ
の
任
務
権
限
の
範
囲
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
た
。
な
お
、
そ
の
か
つ
て
の
主
た
る
事
務
所
（
ベ
ル
リ
ン
）
及
び
支
所
に
つ
い
て
は
、
連
邦
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
、
連
邦
公
文
書
館
の
事

務
所
と
し
て
引
き
続
き
運
営
さ
れ
て
い
る
。
第
二
条
第
一
項
を
参
照
。

12 

本
条
は
、
従
来
は
こ
の
法
律
に
よ
る
権
限
を
有
す
る
連
邦
全
権
受
任
官
が
独
立
官
庁
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
手
数
料
及
び
費
用
の
徴
収
権
限
を
定
め
た
も
の

で
あ
っ
た
。
現
在
は
連
邦
公
文
書
館
に
権
限
が
移
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
請
求
及
び
申
請
に
関
す
る
手
数
料
お
よ
び
費
用
に
つ
い
て
は
、
連
邦
公
文
書
館
に
つ
い

て
連
邦
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
担
当
国
務
大
臣
（
法
文
上
は
「
文
化
及
び
メ
デ
ィ
ア
を
所
管
す
る
連
邦
政
府
の
構
成
員
」）
が
定
め
る
手
数
料
及
び
料
金
に
関
す
る
規
定

に
統
合
さ
れ
、
本
条
は
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
日
の
改
正
法
律
の
施
行
と
と
も
に
削
除
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
改
正
法
律
以
前
に
な
さ
れ
た
請
求
及
び
申
請

に
関
す
る
手
数
料
及
び
費
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
本
条
の
規
定
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
法
文
上
は
な
お
残
存
し
て
い
る
。

13 

こ
の
削
除
部
分
は
、
国
家
保
安
機
関
の
文
書
を
、
そ
の
当
初
に
お
い
て
犯
罪
行
為
を
伴
っ
て
入
手
し
た
者
に
つ
い
て
の
刑
罰
の
免
除
を
規
定
し
て
い
た
。
国
家
保

安
機
関
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
九
年
の
シ
ュ
タ
ー
ジ
解
体
の
際
に
国
家
保
安
省
に
突
入
し
た
市
民
に
よ
っ
て
違
法
に
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
が
相
当
数
存
在

し
た
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
収
集
を
確
実
に
す
る
目
的
で
、
法
律
に
よ
っ
て
一
九
九
二
年
ま
で
の
三
年
間
の
間
に
そ
れ
を
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

違
法
行
為
の
刑
を
免
責
す
る
旨
を
定
め
て
い
た
。

〔
追
記
〕
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
課
題
番
号21K

01154

「
憲
法
の
具
体
化
と
し
て
の
公
文
書
管
理
法
制
の
形
成
―
ド
イ
ツ
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
法
と
の
比
較
研
究
」
及
び
（
基
盤
研
究
Ｂ
）
課
題
番
号22H

00919

「
国
際
比
較
に
基
づ
く
記
録
の
公
開
と
共
有
が
も
た
ら
す
社
会
の
維
持
と
変
容
に
関
す
る
研
究
」

に
よ
る
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


